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P03
P04

P08
P13
P13
　
P15
P19
P25
P26

年頭所感
新庁舎建設工事の進捗状況をお知らせします
特集
スマホを消して、スマホを語ろう。
平成28年分 所得税の確定申告のご案内
情報ステーション
　坂田地区における施設づくりについての
　公開プレゼンテーションを開催します
　平成29年度臨時保育士・職員登録者を募集します
　市民フォーラムを開催します
健康ステーション
　Let’s トライ　新春ウォーキング

P27
P27
P30
P34
P34
P36
P37

いっしょにＤＯですか？
　手をつなごうＰＴＡべに花講演会
　第25弾記念  年初め親子婚活
まちの話題
　フォトスケッチ
　わたし達の“まち”活動を紹介
　はっぴいばーすでい・おけがわ文芸
●各種無料相談
●健康づくり幸せづくり
●響の森情報
●市民伝言板
●休日当番医・ごみ収集・いいトコみっけ隊

P24
P26
P33
P38
裏表紙

31,484 ＋31

75,275
37,409
37,866

＋53
＋16
＋37

今年の干支　酉
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酉

酉

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

桶
川
市
長
の
小
野
克
典
で
ご
ざ
い
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

早
い
も
の
で
、
市
長
に
就
任
し
て
4
回
目
の
新
年
を
迎
え
ま
し
た
。
お

か
げ
様
で
市
民
の
皆
様
と
の
お
約
束
で
あ
り
ま
す
「
桶
川
を
元
気
に
す
る

44
の
宣
言
」
や
「
桶
川
市
第
五
次
総
合
振
興
計
画
」
に
掲
げ
る
各
施
策
や

事
業
を
着
実
に
進
め
て
く
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

昨
年
は
、
本
市
の
長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た
市
役
所
新
庁
舎
の
建
設

工
事
が
ス
タ
ー
ト
し
、
平
成
30
年
5
月
の
開
庁
に
向
け
、
順
調
に
進
ん
で

お
り
ま
す
。
ま
た
、
駅
東
口
整
備
事
業
に
お
い
て
は
、
地
元
地
権
者
や
関

係
者
の
皆
様
の
深
い
ご
理
解
・
ご
協
力
の
も
と
、
現
在
用
地
取
得
を
進
め

て
お
り
ま
す
。
あ
わ
せ
て
駅
東
口
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
に
つ
き
ま
し
て

は
、
関
係
機
関
と
の
協
議
も
整
い
、
早
期
設
置
に
向
け
た
基
本
設
計
業
務

に
着
手
し
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
4
月
に
は
圏
央
道
（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道
）
の
桶

川
北
本
Ｉ
�Ｃ
�と
上
尾
道
路
が
接
続
さ
れ
、
交
通
の
利
便
性
が
飛
躍
的
に

向
上
し
ま
し
た
。
更
に
今
年
3
月
に
圏
央
道
境
古
河
Ｉ
�Ｃ
�〜
つ
く
ば
中

央
Ｉ
�Ｃ
�間
が
開
通
し
ま
す
と
、
神
奈
川
県
の
藤
沢
Ｉ
�Ｃ
�か
ら
千
葉
県

の
成
田
空
港
ま
で
が
圏
央
道
一
本
で
結
ば
れ
、
ま
す
ま
す
桶
川
市
の
持
つ

地
理
的
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
も
高
ま
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中
、
昨
年
7
月
に

は
、
Ｊ
Ｒ
桶
川
駅
西
口
か
ら
羽
田
空
港
行
き
の
高
速
バ
ス
の
運
行
が
開
始

さ
れ
、
特
に
早
朝
便
の
空
港
利
用
が
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
地
の
利
を
活
か
し
た
企
業
誘
致
や
、「（
仮
称
）
道
の
駅
お

け
が
わ
」
整
備
事
業
等
を
推
進
し
、
雇
用
の
安
定
と
税
収
確
保
、
定
住
促

進
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
戦
時
中
の
一
群

の
建
物
が
現
存
す
る
貴
重
な
戦
争
遺
構
と
し
て
昨
年
2
月
に
市
の
文
化
財

に
指
定
さ
れ
た
、「
旧
熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
桶
川
分
教
場
」
の
保
存
・
活

用
事
業
を
推
進
し
、
平
和
の
拠
点
・
観
光
や
地
域
交
流
の
場
と
し
て
の
整

備
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

本
年
は
、
市
内
に
11
校
あ
る
小
・
中
学
校
の
施
設
老
朽
化
に
伴
う
、
大

規
模
改
修
工
事
が
本
格
的
に
始
ま
り
ま
す
。
ま
ず
は
、
4
年
間
で
集
中
的

に
全
小
・
中
学
校
の
ト
イ
レ
の
先
行
改
修
を
行
う
予
定
で
す
。

ま
た
、
昨
年
の
朝
日
小
学
校
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
移
転
新
設
に
つ

づ
き
、
待
機
児
童
の
多
い
桶
川
西
小
学
校
へ
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
増

設
や
、
妊
娠
か
ら
育
児
ま
で
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
行
う
「
桶
川
版
ネ

ウ
ボ
ラ
」
事
業
の
実
施
な
ど
、
子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

今
年
も
、
職
員
一
丸
と
な
り
、
様
々
な
課
題
や
困
難
を
乗
り
越
え
な
が

ら
、
夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
か
市
民
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
市
政
運
営
に
対
し
ま
し
て
、
変

わ
ら
ぬ
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

結
び
に
、
本
年
が
市
民
の
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
素
晴
ら
し
い
一
年
と

な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

市
民
の
皆
様
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

希
望
に
満
ち
た
新
春
を
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ

ま
す
。

私
は
、
昨
年
11
月
末
の
前
臼
田
喜
之
議
長
の
ご
逝
去
に
よ
り
、
12
月
議

会
に
お
い
て
議
員
各
位
か
ら
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
議
長
と
い
う
重
責

を
担
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
議
長
と
し
て
、

こ
れ
ま
で
の
歴
代
議
長
の
皆
様
が
築
い
て
こ
ら
れ
ま
し
た
桶
川
市
議
会
の

良
き
伝
統
を
守
り
な
が
ら
も
、
よ
り
時
代
に
合
っ
た
形
に
成
熟
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
し
、
誠
心
誠
意
、
市
政
の
進
展
と
市
民
福
祉
の
一
層
の
向
上
に

全
力
を
尽
く
し
て
、
市
民
に
開
か
れ
た
議
会
運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
昨
年
は
、
5
月
に
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
オ
バ
マ
大
統
領
が
、
原

子
爆
弾
が
投
下
さ
れ
た
広
島
を
現
職
の
大
統
領
と
し
て
初
め
て
訪
問
し
、

核
兵
器
の
廃
絶
を
訴
え
ま
し
た
。

本
市
は
、
昭
和
60
年
に
平
和
都
市
宣
言
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
戦
後
、

70
年
を
超
え
る
歳
月
が
流
れ
て
お
り
、
平
和
へ
の
願
い
を
次
世
代
へ
伝
え

て
い
く
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
強
く
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
昨
年
は
、
4
月
に
熊
本
地
震
、
10
月
に
鳥
取
県
中
部
地
震
、

阿
蘇
山
大
噴
火
な
ど
の
災
害
が
相
次
い
で
発
生
し
ま
し
た
。
報
道
で
は
、

今
後
首
都
直
下
型
地
震
が
30
年
間
に
70
％
の
確
率
で
発
生
す
る
可
能
性
が

あ
る
と
い
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
大
き
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、
各
自
で

の
災
害
へ
の
備
え
も
勿
論
必
要
で
す
が
、
地
域
の
中
で
お
互
い
に
協
力
し

て
連
携
を
図
る
こ
と
、
地
域
で
の
助
け
合
い
、「
共
助
」
が
大
変
重
要
で

あ
り
ま
す
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
皆
様
の
生
命
・
財
産
を
守
る
こ
と
が
何

よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
生
活
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

の
市
民
総
ぐ
る
み
の
防
災
体
制
づ
く
り
に
、
よ
り
一
層
の
努
力
を
傾
け
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

加
え
て
、
急
速
に
進
む
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
た
め
、
交
通
の

結
節
点
で
あ
る
本
市
の
地
の
利
を
生
か
し
た
企
業
誘
致
や
道
の
駅
、
駅
東

口
の
整
備
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
、
地
域
住
民
が
お
互
い
に
協
力
し
、
助
け
合

う
「
共
助
」
の
考
え
方
に
基
づ
い
た
見
守
り
や
支
え
あ
う
力
、
す
な
わ
ち

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
力
に
よ
る
ソ
フ
ト
面
の
拡
充
を
通
じ
て
、
安
心
し

て
生
活
し
、
子
育
て
が
で
き
、
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
続
け
た
い
と
思
わ

れ
る
更
な
る
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
、
社
会
情
勢
の
変
化
を
的
確
に
判
断
し
、
市
民
の
皆
様
の
声

を
第
一
と
考
え
、
市
政
に
反
映
さ
せ
る
べ
く
、
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

今
年
の
干
支
で
あ
る
「
酉
」
の
文
字
は
、
果
実
が
成
熟
し
た
状
態
や
収

穫
し
た
作
物
か
ら
酒
を
抽
出
す
る
意
味
を
表
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

本
市
も
「
酉
」
の
文
字
の
よ
う
に
成
熟
し
て
更
な
る
発
展
・
躍
進
が
で
き

ま
す
よ
う
、
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
素
晴
ら
し
い
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈

り
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

平平成成２２９９年年 年年頭頭所所感感
魅
力
あ
る
「
お
け
が
わ
」
を

め
ざ
し
て

桶
川
市
議
会
議
長

市

川

幸

三

夢
と
希
望
あ
ふ
れ
る

未
来
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り

桶
川
市
長

小

野

克

典
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新新庁庁舎舎建建設設工工事事のの進進捗捗状状況況ををおお知知ららせせししまますす
詳しくは�新庁舎建設推進課

平成２８年６月から８月に旧庁舎の解体工事が行われ、
９月から建設工事が始まりました。１２月末までには基
礎工事が終了し、平成２９年１月頃から１階躯体工事に
着手する予定です。
今後も引き続き、広報、ホームページで進捗状況を
随時お知らせしてまいります。
工事期間中はご迷惑をお掛けいたしますが、ご理解、
ご協力の程、宜しくお願い申し上げます。市道側から見た新庁舎の外観イメージ

今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今今ままままままままままままままままままままままままままででででででででででででででででででででででででででのののののののののののののののののののののののののの主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主主なななななななななななななななななななななななななな工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工工事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状状況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況況

解体作業の状況

解体工事は、粉じんの発生と飛散を抑
制するために、解体部分に的確に散水し
ながら作業を行いました。
また、アスベスト含有建材は、廃棄物
の処理及び清掃に関する法律に基づき、
処理しました。吹き付けアスベストは、
所管行政庁の現場確認などを経て、撤去
作業範囲の外に飛散しないように養生シ
ートで区画し、集じん排気装置の排気に
アスベストが含まれていないことを確認
しながら適切に撤去しました。

解体工事、アスベスト対策（平成２８年６月～８月）

土工事の状況

杭工事では、地表からおおむね２０ⅿ程度の
深さにある建物を支えることができる地層ま
で、杭を埋設する穴を掘削し、そこに既製の
コンクリート杭を建て込む工法を採用しまし
た。地質調査のボーリング柱状図や土質標本
等を参考に、杭が所定の位置に埋設されてい
るかを確認しながら作業を行ないました。
土工事では、基礎や地下ピットを施工する

部分を掘削しました。

吹き付けアスベスト撤去作業の状況

杭工事の状況

杭工事、土工事（平成２８年９月～１２月）

工事スケジュール（予定）

※庁舎は市道側（手前）が2階建て、奥が5階建ての構造ですが、5階建て部分を先行、2階建て部分を後行で工事を実施します。

平成30年
1～3月

※平成29年1月頃から1階躯体立上予定
※免震装置の発注は平成28年9月から平成29年1月までの予定

平成29年
10～12月7～9月4～6月1～3月

平成28年
10～12月工事工程

杭工事、土工事、基礎躯体工事
（先行工区）1階～Ｒ階躯体工事

外装、屋上、内装、仕上工事
（後行工区）1～2階躯体工事

外装、屋上、内装、仕上工事
設備工事
外構工事
2階木造部工事
試運転、検査

2017．133



特
集

9.7％
（平成２２年末）

�
72.0％
（平成２７年末）

国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
に

寄
せ
ら
れ
る
ト
ラ
ブ
ル

スマートフォンに関する
相談件数

相談件数
4,763
7,681
9,544
9,732
13,186

年 度
平成23年
平成24年
平成25年
平成26年
平成27年

ス
マ
ホ
普
及
率

（
自
分
専
用
の
携
帯
電
話
を

持
っ
て
い
る
か
）

小
学
生
�
４９
・
９
％

（
う
ち
ス
マ
ホ
３６
・
１
％
）

中
学
生
�
６４
・
５
％

（
う
ち
ス
マ
ホ
７９
・
４
％
）

高
校
生
�
９７
・
４
％

（
う
ち
ス
マ
ホ
９４
・
４
％
）

ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
際
の

ト
ラ
ブ
ル

小
学
生
�
４
・
７
％

中
学
生
�
８
・
８
％

高
校
生
�
９
・
０
％

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
ス
マ
ホ
）
の
普
及

率
が
急
速
に
高
く
な
り
、
年
齢
や
地
域
に

関
係
な
く
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
様
々
な

情
報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
昨
今
、
歩
き
な
が
ら
、
ま
た

は
自
転
車
や
自
動
車
を
運
転
し
な
が
ら
操

作
す
る
「
歩
き
ス
マ
ホ
」
や
「
〜
な
が
ら

ス
マ
ホ
」
が
原
因
の
交
通
事
故
な
ど
が
続

い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
無
料
通
信
ア
プ
リ
な
ど
を
利
用

し
た
小
・
中
学
生
な
ど
の
い
じ
め
問
題
な

ど
、
保
護
者
や
大
人
が
目
に
す
る
範
囲
の

外
で
問
題
が
生
じ
る
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
な

面
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ス
マ
ホ
を
年
末
・
年
始
で
新
た
に
手
に

し
た
、
ま
た
は
手
に
入
れ
よ
う
と
し
て
い

る
子
ど
も
さ
ん
も
多
い
の
で
は
。

年
末
・
年
始
は
家
族
が
集
ま
る
機
会
が

多
い
時
季
で
す
。
こ
の
記
事
を
き
っ
か
け

に
、
大
人
も
、
子
ど
も
も
、
も
う
一
度「
ス

マ
ホ
」
に
つ
い
て
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
歩
き
な
が
ら
」「
自
転
車
を
運
転
し

な
が
ら
」「
車
を
運
転
し
な
が
ら
」
ス
マ

ホ
な
ど
を
操
作
す
る
こ
と
は
、
大
変
危
険

で
す
。

「
〜
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
で
被
害
者
に
な

る
こ
と
も
、
加
害
者
に
な
る
こ
と
も
考
え

ら
れ
ま
す
。
平
成
25
年
に
は
「
歩
き
ス
マ

ホ
」
で
踏
切
に
進
入
し
た
男
性
が
、
電
車

に
は
ね
ら
れ
て
死
亡
し
て
い
ま
す
。

道
路
交
通
法

道
路
交
通
法
で
は
、
自
動
車
ま
た
は
原

動
機
付
き
自
転
車
を
運
転
す
る
場
合
に
は
、

停
止
し
て
い
る
場
合
を
除
き
、
携
帯
電
話

を
手
に
持
っ
て
通
話
し
た
り
、
画
面
に
表

示
さ
れ
た
画
像
を
注
視
す
る
こ
と
が
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。

埼
玉
県
警
に
よ
る
と
、
県
内
の
平
成
27

年
の
携
帯
電
話
使
用
中
の
交
通
事
故
発
生

状
況
は
99
件
、
う
ち
死
者
1
人
、
重
傷
者

6
人
で
し
た
。

判
例

「
〜
な
が
ら
ス
マ
ホ
」
な
ど
に
よ
っ
て

起
き
た
交
通
事
故
の
裁
判
事
例
（
抜
粋
）

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

ケ
ー
ス
1

■
運
転
中
に
「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」

39
歳
男
性
が
、
自
動
車
運
転
中
に
「
ポ

ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
を
し
て
い
て
女
性
2
人
を

死
傷
さ
せ
た
と
し
て
、
自
動
車
運
転
処
罰

法
違
反
（
過
失
致
死
傷
）
の
罪
に
問
わ
れ

た
裁
判
で
、
徳
島
地
裁
は
禁
錮
1
年
2
月

の
判
決
を
言
い
渡
し
ま
し
た
。
運
転
中
の

「
ポ
ケ
モ
ン
Ｇ
Ｏ
」
に
よ
っ
て
起
き
た
、

全
国
で
初
め
て
の
死
亡
事
故
で
し
た
。

（
徳
島
地
裁

平
成
28
年
10
月
31
日
）

ケ
ー
ス
2

■
高
校
生
の
な
が
ら
ス
マ
ホ
の
事
故

男
子
高
校
生
が
携
帯
電
話
を
操
作
し
な

が
ら
、
し
か
も
夜
間
に
無
灯
火
で
自
転
車

を
こ
い
で
い
た
と
こ
ろ
、
女
性
に
ぶ
つ
か

り
、
事
故
後
歩
行
困
難
の
後
遺
症
を
負
わ

せ
た
事
故
で
は
、
約
5
千
万
円
の
賠
償
命

令
が
出
ま
し
た
。

（
横
浜
地
裁

平
成
17
年
11
月
25
日
）

ス
マ
ホ
は
急
速
に
普
及
し
て
い
ま
す
。

※
（
出
典
）
総
務
省
「
通
信
利
用
動
向
調

査
」ス

マ
ホ
の
普
及
と
と
も
に
、
関
連
し
た

相
談
が
増
加
し
て
い
ま
す
。
次
の
表
は
国

民
生
活
セ
ン
タ
ー
に
寄
せ
ら
れ
た
ス
マ
ホ

に
関
す
る
相
談
件
数
を
表
し
た
も
の
で
す
。

相
談
内
容
の
主
な
も
の
は
次
の
通
り
で

す
。

○
修
理
に
出
し
て
も
不
具
合
が
続
く
。

○
す
ぐ
に
電
池
が
な
く
な
る
。

○
メ
ー
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
あ
ま
り

利
用
し
て
い
な
い
の
に
、
パ
ケ
ッ
ト
料

金
が
上
限
額
に
。

○
通
信
制
限
が
あ
り
動
画
が
見
ら
れ
な
い
。

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
と
し
て

次
の
点
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

①
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
な
ど
の
広
告
の

イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
判
断
せ
ず
、
機
能
の

特
徴
を
十
分
ふ
ま
え
て
自
分
の
利
用
目

的
に
合
っ
た
商
品
選
択
を
し
て
ほ
し
い
。

②
不
具
合
が
起
き
た
場
合
に
は
、
ど
の
よ

う
な
と
き
に
症
状
が
起
こ
っ
た
の
か
を

確
認
し
て
お
く
。

③
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
の
内
容
を

よ
く
理
解
し
な
い
ま
ま
、
む
や
み
に
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
し
な
い
。

④
海
外
に
持
っ
て
い
く
場
合
に
は
、
必
ず

日
本
国
内
で
事
前
に
設
定
方
法
や
課
金

の
方
法
を
確
認
し
て
お
く
こ
と
。

⑤
ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
ら
、
最
寄
り
の
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
相
談
を
。

※
（
出
典
）
県
教
育
局
「
平
成
27
年
度
児

童
生
徒
に
お
け
る
携
帯
電
話
の
利
用
状
況

等
に
関
す
る
調
査
」

○
経
験
あ
り

具
体
的
な
ト
ラ
ブ
ル
の
内
容
は
、
小
・

中
学
生
が
「
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
」「
宣
伝

な
ど
の
迷
惑
メ
ー
ル
」「
ネ
ッ
ト
掲
示
板

や
メ
ー
ル
で
の
悪
口
」
の
順
に
な
っ
て
い

ま
す
。

ま
た
、
高
校
生
が
「
宣
伝
な
ど
の
迷
惑

メ
ー
ル
」「
心
当
た
り
の
な
い
利
用
料
金

の
請
求
」、
続
い
て「
チ
ェ
ー
ン
メ
ー
ル
」

と
「
ネ
ッ
ト
掲
示
板
や
メ
ー
ル
で
の
悪

口
」
の
順
に
な
っ
て
い
ま
す
。

スススススススススススススススススススススススススス
ママママママママママママママママママママママママママ
ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ
をををををををををををををををををををををををををを
消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消
しししししししししししししししししししししししししし
てててててててててててててててててててててててててて
、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、、

スススススススススススススススススススススススススス
ママママママママママママママママママママママママママ
ホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホホ
をををををををををををををををををををををををををを
語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語語
ろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろろ
うううううううううううううううううううううううううう
。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。。

〜
も
っ
と
上
手
に
つ
き
あ
う
た
め
に
〜

ス
マ
ホ
普
及
率

相
談
窓
口

【
桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

相
談
日
時
▼
毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
１０
時
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
３
時
３０
分

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯
を

ま
と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

こ
ん
な
に
ハ
イ
リ
ス
ク
！

「
歩
き
ス
マ
ホ
・
な
が
ら
ス
マ
ホ
」

ご
ぞ
ん
じ
で
す
か
？

「
子
ど
も
の
ス
マ
ホ
事
情
」

インターネットを
利用するときの４つの誤解

�

�

�

�

①知り合いしか見ていな
いから大丈夫？

②匿名だから大丈夫？

③騒ぎになっても削除す
れば大丈夫？

④ネット上だけのできご
とだから大丈夫？

特集�スマホを消して、スマホを語ろう。
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子
ど
も
が
ス
マ
ホ
や
携
帯
電
話
を
持
つ

場
合
は
、
よ
く
話
し
合
い
、
家
庭
で
約
束

（
ル
ー
ル
）
を
作
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

ま
た
、
ル
ー
ル
は
子
ど
も
が
守
れ
な
け

れ
ば
作
り
直
す
な
ど
、
繰
り
返
し
保
護
者

が
指
導
す
る
こ
と
も
重
要
で
す
。

ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

県
で
は
、
携
帯
電
話
な
ど
の
危
険
性
や

役
割
に
つ
い
て
啓
発
す
る
た
め
「
ネ
ッ
ト

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
を
委
嘱
し
て
い
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
中
学
校
に
入
学

す
る
生
徒
の
保
護
者
を
対
象
と
し
た
「
親

の
学
習
」
講
座
で
、
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
の
講
演
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

ス
マ
ホ
の
危
険
性
や
注
意
点
な
ど
、
話
を

伺
い
ま
し
た
。

ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
つ
い
て
詳
し

く
は
�
県
青
少
年
課
�
８３０
―
２
９
０
５

上
の
診
断
は
、
県
が
発
行
す
る
『
子
ど

も
安
全
見
守
り
講
座
テ
キ
ス
ト
』
か
ら
引

用
し
た
も
の
で
す
。
親
子
で
携
帯
電
話
・

ス
マ
ホ
の
必
要
性
や
利
用
に
つ
い
て
考
え

る
た
め
に
作
ら
れ
た
テ
キ
ス
ト
で
す
。
診

断
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
？

さ
ら
に
県
で
は
、
子
ど
も
向
け
、
保
護

者
向
け
に
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
性

か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
」
な
ど
、
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
再
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

埼
玉
県
ネ
ッ
ト
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

永
原

敏
明
さ
ん

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
危
険
か
ら
子
ど
も

を
守
る
に
は
、
ス
マ
ホ
を
持
た
な
い
（
持

た
せ
な
い
）
こ
と
が
理
想
で
す
が
、
時
代

の
流
れ
で
厳
し
い
の
が
現
実
。
大
切
な
の

は
持
つ
前
の
万
全
な
準
備
と
持
っ
た
後
の

フ
ォ
ロ
ー
で
す
。
子
ど
も
が
ス
マ
ホ
を
持

つ
前
に
は
、
親
が
子
ど
も
以
上
に
ス
マ
ホ

に
つ
い
て
勉
強
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

親
も
子
も
ス
マ
ホ
に
振
り
回
さ
れ
な
い

た
め
に
は
、
備
え
て
ほ
し
い
３
つ
の
ポ
イ

ン
ト
が
あ
り
ま
す
。
よ
い
か
悪
い
か
を
見

極
め
る
「
判
断
力
」、
の
め
り
こ
ま
な
い

「
自
制
心
」、
自
分
の
行
い（
書
き
込
み
）

に
責
任
を
も
つ
「
責
任
能
力
」
で
す
。

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
の
会
話
に
お
い
て
は
、

内
容
を
判
断
し
、
時
に
は
返
事
を
し
な
い

勇
気
も
必
要
で
す
。
大
切
な
こ
と
は
、
相

手
の
顔
を
見
て
会
話
を
す
る
こ
と
。

家
庭
で
は
「
勉
強
中
・
食
事
中
・
夜
間

は
使
用
し
な
い
」「�
課
金
�
し
な
い
で
遊

べ
る
方
法
を
考
え
よ
う
」「
歩
き
ス
マ
ホ

を
し
な
い
」
な
ど
、〈
わ
が
家
の
ル
ー
ル
〉

を
考
え
、
何
度
も
見
直
し
ま
し
ょ
う
。

ス
マ
ホ
は
便
利
な
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
す
。

持
っ
て
損
を
し
な
い
で
ほ
し
い
。
子
ど
も

た
ち
が
ス
マ
ホ
で
人
生
を
ダ
メ
に
す
る
こ

と
が
な
い
よ
う
、
心
か
ら
願
い
ま
す
。

※（出典）埼玉県「子供安全見守り講座テキスト」

親子でどんな回答をしたか
振り返りましょう。

～チャートの解説～
❶すばらしい‼ネットの情報に惑わされることなく、
自分の考えを持って生活できています。スマホに頼
らない生活を心がけましょう。

❷ネット上の情報には注意が必要です。「無料」「特別」
などという言葉に踊らされないように。迷ったら、
保護者に相談しましょう。

❸スマホでの友だちとのやり取りには、要注意。大切
なことは直接会って伝えること。決して悪口を書き
込んだりしないこと。

❹好奇心旺盛！スマホはいろんなことができる機器。
どんなことに使うか決めてから使いましょう。しっ
かりルールを決めましょう。

スマホを使うには好奇心だけでは不十分です。自分
の欲求を上手にコントロールできる自制心と、深く・
広く物事を考えることができる判断力、そして自分の
行いに対して社会の一員として責任感を持つ責任能力
が求められます。今のあなたには、どれくらい備わっ
ていますか？

スマートフォン（携帯電話）を
持たせることを検討している

保護者の方へ
１．持たせる前に
�小学生には基本的に持たせないことを
お勧めします。

�持つ必要があるか、子どもとよく話し
合いましょう。

２．持たせるときに
�フィルタリングサービスを必ず利用し
ましょう。

�疑問点は販売員から詳しく説明を受け
ましょう。

�子どもと使い方のルールを作り、守れ
ないときは使わせないと約束させまし
ょう。

�保護者のクレジットカードの番号と暗
証番号や端末の設定変更の暗証番号を
決して子どもに教えないようにしまし
ょう。

※埼玉県青少年健全育成条例では、携帯
電話事業者にはフィルタリングの説明
をする義務やその購入を支援する努力
義務が、保護者にはその説明を聴く努
力義務が定められています。

スマートフォンや携帯電話など
インターネットの危険性と
気を付けること（小・中学生）
�個人情報は書き込まない
自分の名前、顔写真、住所、学校名などは
もちろんのこと友だちのものも書き込まない。
�ネット上で知り合った人に会わない
ネットだけの友人などに個人情報を教えた
り、写真を送ったりしない。
�大切なことは直接、顔を見て伝える
メールでのやりとりは伝わりにくいもの。
受け取る相手がどのように思うか考えましょ
う。いちど送ってしまった文章や写真はとり
けせません。
�メールやネットばかりに頼らず、
バランスのとれた生活を
メールばかりやってほかのことをする時間
がなくなったり、ねるのが遅くなったりしな
いようにしましょう。
�ネットいじめは最低の行為です。
軽い気持ちが相手を傷つける！
人を傷つけるようなことを決してネットに
書き込んではいけません。
�自分で面白がって投稿したことが、
一生を台無しにすることもある
ネットにのせた情報はずっと残り続けます。

み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
！

「
わ
が
家
の

ス
マ
ホ
ル
ー
ル
」

教育関係・ネット関係相談窓口などの紹介
困ったときは、専門機関に相談しましょう。

スタート■市で実施している相談
こどもと家庭なんでも相談

家庭・幼稚園・学校などでの悩みや子育て相談
子ども自身、親
毎週火・木曜日（祝日を除く）午前１０時～午後４時
駅前子育て支援センター（電話でも可）
７７７－７７０８

■県で実施している相談
よい子の電話相談（子ども用）

いじめ・不登校などの相談
小・中学生、高校生および青少年（原則１８歳まで）
毎日２４時間

＃７３００または０１２０－８６－３１９２
�０１２０－８１－３１９２ Ｅメール：soudan@spec.ed.jp

ネットいじめやネットトラブルに関する相談（メールによる対応）
ネットいじめ・ネットトラブル（学校裏サイト・プ
ロフなど）

県内公立学校（さいたま市を除く）に通っている生
徒について個人が特定され、誹謗中傷の書き込みが
あるもの、または緊急に対応すべき情報など

毎日２４時間
netpat-saitama@true.ocn.ne.jp
いただいた情報は、トラブルを解決するために必要
な関係機関などへ提供します。また、アドレスは通
報窓口のため、基本的にいただいたメールへの返信
はしません。

■警察で実施している相談
少年や保護者などからの非行・いじめなど少年問題に関する相談

埼玉県警察少年サポートセンター

非行・家出・いじめなどで悩んでいる少年および保護者

月～土曜日（年末年始・祝日を除く）
午前８時３０分～午後５時１５分

少年��８６１－１１５２ 保護者��８６５－４１５２

犯罪等各種トラブルに関する相談
けいさつ総合相談センター

月～金曜日 午前８時３０分～午後５時１５分

＃９１１０または８２２－９１１０
土・日曜日、祝日、年末年始は警察本部代表電話
�８３２－０１１０または上尾警察署�７７３－０１１０へ。

■その他の相談
インターネット上の有害情報に関するもの
■インターネット・ホットラインセンター
■違法・有害情報相談センター
※インターネットで検索してください。

チェーンメール・迷惑メールに関するもの
■迷惑メール相談センター
※インターネットで検索してください。

内 容
対 象
相 談 日
場 所
電話番号

内 容
対 象
受付時間
電話番号
な ど

内 容

対 象

受付時間
通報窓口

注意事項

実施機関

対 象

相 談 日

電話番号

実施機関

相 談 日

電話番号

実施機関

実施機関

特集�スマホを消して、スマホを語ろう。
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会
場
▼
東
公
民
館

受
付
期
間
・
受
付
時
間
▼
表
の
と
お
り

対
象
者
▼
①
②
を
満
た
す
人

①
給
与
所
得
者
ま
た
は
年
金
所
得
者

②
確
定
申
告
書
Ａ
で
申
告
す
る
人

※
事
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
、
土
地
や

株
式
な
ど
の
譲
渡
所
得
な
ど
、
確
定
申
告

書
Ｂ
で
申
告
す
る
人
、
雑
損
控
除
を
受
け

る
人
、
住
宅
ロ
ー
ン
控
除
初
年
度
の
人
は
、

上
尾
税
務
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

平平成成2288年年分分以以降降のの確確定定申申告告書書ななどどのの提提出出
のの際際ににはは、、マイナンバーの記載＋＋本人確認
書類の写しのの添添付付がが必必要要でですす

平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成22222222222222228888888888888888年年年年年年年年年年年年年年年年分分分分分分分分分分分分分分分分 所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所所得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得得税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税税のののののののののののののののののののののの確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確確定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申申告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告告ののののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内
上尾税務署での受付について

所得税・贈与税などの確定申告の問合せ・郵送先
上尾税務署（〒362－8504 上尾市西門前577）
代表電話番号770－1800（自動音声案内）
（音声が流れますので用件の内容に応じた番号を選ん
でください）
※確定申告会場は混雑するため、長時間お待ちいただ
く場合や、受付を早めに締め切る場合があります。
※申告書の作成には時間を要しますので午後4時ま
でにお越しください。

期 間 2月16日㈭～3月15日㈬
（土・日曜日、祝日を除く）

ただし、2月19日㈰・26日㈰に限り、日曜日
も開催します。
※還付申告は1月4日㈬から受け付けます。

時 間 受付�午前8時30分から
相談�午前9時～午後5時

還還付付申申告告
申告が必要な人�
�平成28年中に退職など
により、年末調整を受
けていない人

�所得控除（扶養控除・
社会保険料控除・生命
保険料控除など）の追
加がある人

�本人や家族の医療費を
一定額以上支出した人

�マイホームの取得など
で、住宅ローンがある
人

●申告に必要なもの
�印鑑（認め印可）
�還付金を受け取る預（貯）金の口座番号（申告者名義）
のわかるもの

�所得を証明するもの…平成28年分の給与所得・公的
年金などの源泉徴収票の原本

�社会保険料（国民健康保険や介護保険など）を支払
った証明書や領収書
※国民年金保険料については控除証明書が必要です。

�生命保険料・地震保険料などの支払証明書
�医療費の明細書および領収書
�マイナンバー確認書類および身元確認書類のコピー
※東公民館では、申告の内容に関する問い合わせにお
答えできません。また、申告会場にはコピー機があ
りませんので必要な書類は必ずコピーしてお持ちく
ださい。 詳しくは�税務課

公的年金を受給している人へ
公的年金などの収入が400万円以下
の人の「確定申告不要制度」について
公的年金などの収入金額の合計額が400
万円以下で、かつ、公的年金などに係る雑
所得以外の所得金額が20万円以下の場合に
は、所得税の確定申告は必要ありません。
ただし、所得税の還付を受けるためには

確定申告書を提出する必要があります。
※所得税の確定申告が必要ない場合でも、
市県民税の申告が必要な場合があります。
（年金天引き以外の社会保険料控除、生
命保険料控除、地震保険料控除、医療費
控除、扶養控除などの追加の控除がある
人）

※確定申告書の提出が要件となっている控
除（例えば、純損失や雑損失の繰越控除
など）の適用を受ける場合には、確定申
告書の提出が必要です。

市の申告会場にはコピー機がありません。
あらかじめ次の書類をコピーしてお持ちください。

◆マイナンバーカードを持っている人は、マイナンバーカードの両面
◆マイナンバーカードを持っていない人は、番号確認書類と身元確認
書類を1つずつ

�控除対象配偶者および扶養親族の人のマイナンバーも記載が必要です。
それぞれの人の番号確認書類をお持ちください。（コピーの添付は不
要です。）
�マイナンバー総合フリーダイヤル 0120－95－0178
受付時間�平日 ：午前9時30分～午後8時

土・日曜日、祝日：午前9時30分～午後5時30分

身元確認書類（次のうち1点）

�運転免許証
�障害者手帳
�公的医療保険の被保険者証
�パスポート など

＋
番号確認書類（次のうち1点）

�通知カード
�住民票の写しまたは住民
票記載事項証明書（番号
記載のあるもの）

確確定定申申告告
申告が必要な人�
�事業所得や不動産所得、
譲渡所得がある人

�給与所得者のうち、次
に該当する人
①給与の収入金額が
2，000万円を超える人
②給与・退職所得以外
の所得金額の合計額が
20万円を超える人
③給与を2か所以上か
ら受け取った人

市
で
の
所
得
税
申
告
臨
時
受
付

税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

（
要
予
約
）

内
容
▼
少
額
な
税
務
相
談
お
よ
び
申

告
書
の
作
成
（
費
用
無
料
）

対
象
▼
�
年
金
を
受
け
て
い
る
人

�
給
与
所
得
者
で
医
療
費
控
除
を
受
け

る
人

�
年
の
途
中
で
就
職
・
退
職
し
、
年
末

調
整
の
済
ん
で
い
な
い
人
な
ど

と
き
▼
2
月
1
日
〜
15
日
（
土
・
日

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

事
前
予
約
受
付
時
間
▼
午
前
9
時
30

分
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
4
時

と
こ
ろ
▼
最
寄
り
の
税
理
士
事
務
所

問
合
せ
�
関
東
信
越
税
理
士
会
上
尾

支
部
�
７７６
―
８
７
７
７

受付地区

下日出谷・下日出谷西・
朝日

東・西・南・北・寿・神明
篠津・赤堀

上日出谷・川田谷

泉・若宮・鴨川

坂田・坂田東

末広・加納・五丁台・倉田
舎人新田・小針領家

受付時間�午前9時～11時
午後1時～3時30分

※市県民税の申告会場は2月号広報でお知
らせします。

※毎年、申告初日や午前中は会場が大変込
み合います。予約制の無料相談や、国税
庁ホームページの申告書作成コーナーを
ぜひ利用してください。

受付日

2月10日㈮

2月13日㈪

2月14日㈫

2月15日㈬

2月16日㈭

2月17日㈮

還
付
申
告
・
確
定
申
告

※確定申告書は国税庁ホームページ「確定申告書等作成コーナー」からも作成することができます。■上尾税務署
〒362－8504 上尾市大字西門前577

■上尾県税事務所
〒362－8527 上尾市大字南239－1
�北上尾駅東口から徒歩約20分
�上尾駅東口から朝日バス（羽貫
駅行）（伊奈学園行）に乗車し
「上平支所前」下車徒歩約3分

�上尾市内循環バス“ぐるっとく
ん”「上平循環」「東西循環」に
乗車し「上尾税務署前」下車徒
歩約1分

■東公民館
〒363－0012 桶川市末広2－8－29
（総合福祉センター3階）
�桶川駅東口から徒歩約25分
�桶川駅東口から桶川市内循環バ
ス“べにばなGO”「東循環」「東
西循環」に乗車し、「総合福祉
センター」下車徒歩約1分

�桶川駅東口から朝日バス「加納
循環」に乗車し「総合福祉セン
ター」下車徒歩約3分

青
色
申
告
対
象
者
の
決
算
個
別

指
導
と
確
定
申
告
相
談
会

と
き
▼

決
算
個
別
指
導
会
�
2
月
9
日
㈭
・

10
日
㈮

確
定
申
告
相
談
会
�
2
月
28
日
㈫
、

3
月
1
日
㈬

※
時
間
は
い
ず
れ
も
午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分
、
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30

分
と
こ
ろ
▼
桶
川
市
商
工
会
館
（
鴨
川

1
―
4
―
3
）

問
合
せ
�
桶
川
市
商
工
会
�
７８６
―
０

９
０
３

NEW

税
理
士
に
よ
る
無
料
還
付

申
告
相
談
（
要
予
約
）

内
容
▼
申
告
の
相
談
お
よ
び
申
告
書

の
作
成
（
費
用
無
料
）

対
象
▼
年
金
や
一
定
額
以
内
の
収
入

の
あ
る
人

と
き
▼
2
月
2
日
㈭
・
3
日
㈮
（
受

付
は
午
前
9
時
〜
午
後
4
時
）

事
前
予
約
受
付
▼
1
月
23
日
㈪
〜
27

日
㈮
の
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後
1
時

〜
3
時

と
こ
ろ
▼
上
尾
県
税
事
務
所

問
合
せ
�
関
東
信
越
税
理
士
会
上
尾

支
部
�
７７６
―
８
７
７
７
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定行 哲子
門脇登美子
三村 清子
中村 忠男
小濵 汎余
小林 小枝
野﨑 隆雄
廿樂 実
向 信子
松盛 將三

髙木 正章
田中 昌位
秋山 澄子
大川 和江
小池 光雄
菅原 三彌
中林 義正
桜木 優子
小林 卓爾
須永伊美子

鈴木 雪子
羽生 悦美
青木 文江
石井 鉄夫
池田 康夫
佐藤 利恵
塩川 幸子
白銀 和子
田谷 紀子
友光 重藏

西 久美
日向野芳春
西田 友子
新井 敏夫
島村 國男
夏目 良子
深谷 仲夫
井上 光昭

身近な相談はあなたの地域の
〈民生委員・児童委員〉に

民生委員・児童委員の任期満了に伴い、12月
1日付けで133人の方（このうち、主任児童委
員として14人）が新たに厚生労働大臣および埼
玉県知事から委嘱されました。
また、委嘱された民生委員・児童委員は、「東

第1・第2・第3地区および西第1・第2・第
3・第4地区民生委員・児童委員協議会」にそ
れぞれ所属します。（別表のとおり・敬称略）

〈民生委員・児童委員〉って、どんな人？

民生委員・児童委員は、一定の区域を担当し、
区域内の実情を把握しながら地域で援助活動を
必要とする人の相談や支援などの福祉活動を行
っています。
生活上のこと、家族のことなど、担当区域の

委員にお気軽にご相談ください。（プライバシ
ーは堅く守られます）
また、主任児童委員は、児童福祉に関する事

項を専門的に担当し、区域を担当する民生委員・
児童委員と一体となって活動し、児童福祉の増
進に努めています。

東第２地区
担 当 地 域

東1丁目3～6番・10番の一部
東1丁目1・2・7～9番・10番の一部
東2丁目1～10番
東2丁目11～15番
南1丁目
南2丁目5～8番
南2丁目1～4番
寿1丁目9～15番
寿1丁目1～8番
神明1丁目
神明2丁目
末広1丁目2番23～36号・3～5番
末広1丁目1・2番37～43号
末広2丁目9～12番
末広2丁目7・8番
主任児童委員
主任児童委員

※末広2丁目1～6番は選任中です。

電 話
773－9329
774－7469
774－0694
774－7572
773－1864
772－3527
774－2425
771－1100
771－5952
772－8073
775－8188
775－0369
775－6628
728－8396
728－4130
637－2270
776－6442

氏 名
矢作 敦子
森島 一巳
小峯 晴美
後藤 初江
髙山 清
中村 文雄
新井 初江
齊藤文志郎
島田 洋子
中島 曜子
内田 和子
笠原冨美子
鈴木 武彦
千代加代子
荒井 幸子
牛山 要子
島田扶佐子

東第３地区
担 当 地 域

西1丁目
西2丁目1～5番
西2丁目6番の一部・7番の一部
西2丁目9番の一部・10・11番
西2丁目6番の一部・7番の一部・8・9番の一部
北1丁目11・19～21番・18番の一部・23番の一部
北1丁目1・2・7～10・22番
北1丁目15～17番・18番の一部・23番の一部・24・25番
北1丁目3～6・12～14番
北2丁目1・2・9・10番
北2丁目3～7番・8番の一部
北2丁目11～14番・8番の一部
寿2丁目5～6番・13～15番
寿2丁目9～12番・16～18番
寿2丁目1～4番・7～8番
末広3丁目11～14・18番・19番の一部
末広3丁目3～7番
末広3丁目1・2・8～10・15～17番・19番の一部
主任児童委員
主任児童委員

電 話
771－1101
774－9545
774－1527
774－9578
771－9180
771－7802
774－2750
772－1313
774－1051
776－2545
773－4552
773－1203
775－5265
774－1666
771－1071
773－1175
728－6348
728－2601
728－2055
773－1893

氏 名
臼田恵美子
白子 勲夫
坂巻 弘
栗原 貞明
遠藤ミキ子
吉田 たみ
川音いつ子
政輝 淑江
佐藤タカ子
内田あい子
細谷実千代
大木寿美子
西 正博
野本 靖子
吉田 洋子
渡邉 貞夫
石川 昭子
市川 益士
五十嵐明美
江湖加代子

東第１地区
担 当 地 域

坂田西部国道西側の一部
坂田東部の一部
坂田東1丁目1～28番
坂田東1丁目29～50番、坂田東2丁目14～31番
坂田西部の一部
坂田西部の一部
坂田西部の一部
坂田西部の一部
坂田西部の一部、坂田東3丁目
坂田東部・西部の一部
おけがわ団地（1～12街区）
おけがわ団地（13～23・30街区）
おけがわ団地（24～29・31～36街区）
坂田団地・坂田西部の一部
加納東部
城跡団地
加納西部・南部の一部
加納南部国道西側の一部
加納南部国道西側の一部
加納北部・西部の一部
加納団地・加納南部の一部
五丁台・篠津・舎人新田
小針領家
倉田北部
倉田南部
主任児童委員
主任児童委員

※大之地・倉田・西窪・サン団地・県営団地は選任中です。

電 話
774－8092
728－0438
728－4918
728－2937
728－2895
728－3437
728－4692
729－2858
728－5271
728－0660
728－6054
728－0356
728－4486
728－3550
728－0924
728－0630
728－6989
771－1837
775－5098
728－0723
728－2603
728－1995
728－6747
728－1603
728－3099
728－7418
727－1741

氏 名
大保テル子
髙栁多津子
髙橋 富雄
東條 律子
齋藤 君江
梅原とも子
小沢 和子
大野 伸子
寒川喜代子
島田ルリ子
岡田智津江
田中 雅子
馬場 裕二
戸塚 政人
岩﨑 要
佐藤きよみ
廿樂 順一
高塚 一子
花盛美代子
池田 正子
小川 武男
鬼塚 道子
松川 六郎
城山 勝彦
荒井貴枝子
林 保代
大野 紀子

西第１地区
担 当 地 域

若宮1丁目1～8番（パークタウンを除く）
桶川ビュータワー
若宮1丁目8番1～5号・16～19号
若宮1丁目8番6～15号
若宮1丁目8番20～31号
若宮2丁目8～13・22～27番
若宮2丁目2～7番
若宮2丁目1・14～21番・28～36番
鴨川1丁目11～16・18番
鴨川1丁目1・17・19番
鴨川1丁目20・21番・鴨川2丁目
朝日1丁目4～8番・18～19番・22～32番
朝日1丁目1～3番・9～17番・20・21番
朝日2丁目1～3番・18～29番
朝日2丁目4～17番
朝日3丁目9～19番
朝日3丁目1～8番
朝日3丁目20～31番
主任児童委員
主任児童委員

※鴨川1丁目2～10番は選任中です。

電 話
787－4812
786－1752
786－1098
786－6088
787－5499
786－1522
786－1587
786－5713
786－1780
786－8377
787－1046
774－2728
776－7948
771－7784
774－9575
774－3614
774－7080
771－4334
773－5374
767－5511

氏 名
鈴木 悦子
橋場 正男
稲葉久美子
森川利根子
福田 健作
佐藤 充
冨田 金雄
山田 好美
大橋 礼子
金井 和子
稲葉 修三
下田 幸子
田村美智子
滝瀬 豊
松田 芳美
飯野 公子
松本 英俊
小久保 勝
関根菜穂子
三村佳保里

西第３地区
担 当 地 域

上日出谷東部の一部
上日出谷西部の一部
上日出谷西部の一部
上日出谷北部の一部
上日出谷北部の一部
上日出谷西部・北部の一部
上日出谷西部の一部
殿山団地
上日出谷西部・北部の一部
けやき・マイタウン・ニュー日出谷団地
東観団地（第1ブロック）
東観団地（第2ブロック）
東観団地（第3ブロック）
主任児童委員
主任児童委員

※上日出谷東部の一部は選任中です。

電 話
786－0319
786－6489
786－6005
786－1186
786－7289
786－0594
786－6040
786－9327
787－2949
786－9156
787－4033
786－6415
786－2381
787－1224
787－0172

氏 名
久保田征子
熊井 幸江
保泉 裕子
長島 輝男
平賀不二子
江森 忍
谷 健治
木村 淳子
久保千恵子
西山 幸子
加藤 千晶
臼井 洋二
山本美智子
川口嘉奈子
松田 博子

西第２地区
担 当 地 域

日出谷団地・上・下日出谷の一部
下日出谷北部の一部
日出谷団地・上・下日出谷の一部
下日出谷北部の一部
下日出谷西部の一部
下日出谷西部の一部
下日出谷東部の一部
下日出谷東部の一部
下日出谷東部の一部
泉1丁目9～11番
泉1丁目4・5・7・8番
泉1丁目1～3番・6番
泉1丁目12～18番
泉2丁目1・3～6番
泉2丁目2・7～11番
泉2丁目12～18番
桶川ビレッジ
主任児童委員
主任児童委員

電 話
786－0382
786－1324
786－2703
786－4161
786－9395
786－8817
786－2865
786－3973
786－3482
787－5787
786－3645
786－4438
786－0759
786－1275
786－7533
786－7162
786－2284
789－5205
783－4186

氏 名
遠藤美千代
古澤いつ子
大賀 桂吉
田吹 唯子
岸 二三江
保坂万里子
髙橋あけみ
岸 友子
城田 明子
雨宮 孝子
西島 早苗
益田由紀子
齋藤 文子
谷口 利子
清水 久子
黒河 昌子
内山 光男
常見小百合
木元 文江

西第４地区
担 当 地 域

樋詰の一部・薬師堂
樋詰の一部・松原
三ツ木・田向・柏原の一部（三田原地区東）
狐塚南側
狐塚北側
狐塚団地・県営川田谷団地
岡村の一部
岡村の一部
前領家・天沼
原
市場
谷津
竹ノ内
主任児童委員
主任児童委員

※三ツ木・柏原の一部（三田原地区西）は選任中です。

電 話
786－8443
786－2926
787－0079
787－0557
787－0556
786－7945
786－4509
786－9261
786－9699
787－0183
787－0231
787－0152
787－0507
786－1191
786－1671

氏 名
町田 良次
加藤 忠雄
三村 亮悦
深谷 三男
築根 保
佐野 弘佳
佐藤 章夫
吉村 史朗
上荒磯芳香
伊藤 薫
永澤 久義
深谷 覚
池田 貞雄
小澤 京子
石川 静子

退退任任さされれたた
民民生生委委員員・・児児童童委委員員のの皆皆ささんん
あありりががととううごござざいいままししたた
今回、１１月３０日で退任され、これまで

地域福祉のためにご尽力をいただいた次
の民生委員・児童委員３８人の方に感謝状
が贈られました。（順不同・敬称略）

１２月１日付けで１３３人の民生委員・児童委員が厚生労働大臣・埼玉県知事から委嘱されました。
詳しくは�社会福祉課
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訓練目的
突如発生する大規模災害に対する全市的な体制の訓練と市民
の皆さんを対象とした参加型の訓練を実施し、市民および市職
員の災害対応能力と防災意識の向上を図るとともに、帰宅困難
者対策についても訓練を実施し、対応策の確立を図ります。
今年度は地域密着型防災訓練（住民参加型）として、防災用

品学習や余震対応訓練などの体験型の訓練を数多く実施します。
市民の皆さんもご自由に参加できます。

訓練種目
初期消火訓練、AED取扱い訓練、高所救出訓練、炊出し訓

練、起震車による地震体験、ペット防災ブース、119番通報訓
練、防災ヘリ・消防団による広報活動など
その他、消防、警察などの車両展示やスタンプラリーなども

行います。

お願い
○ヘリコプターを使用する訓練があります。近隣にお住まいの
皆様には、騒音や強風などが予想されますが、
ご理解とご協力をお願いします。

○会場には駐車場がありませんので、徒歩または
自転車でお越しください。

○会場内は禁煙です。
○雨天の場合は、一部訓練を実施しない場合があ
ります。

平成28年度
桶川市防災訓訓練練

詳しくは�安心安全課

と き�1月21日㈯
午前9時～正午

※午前8時から地域の自主防災組織および市職員を
対象とした避難所開設運営訓練などを実施します。

ところ�桶川小学校
（西1－4－27）

サイレンを吹鳴します

時間�午前8時
�地区隊員参集訓練の一環として、防災行政無線にてサイ
レンを吹鳴します。火災などと間違えないでください。

�シェイクアウト訓練開始の合図です。「姿勢を低くする」
「頭を守る」「動かない」という“3つの安全行動”を
行いましょう。

災害用備蓄品（飲料水）を
いただきました

ありがとうございました

コカ・コーライーストジャパン㈱様より
災害用備蓄品（飲料水）を１００箱ご提供い
ただきました。

防災ヘリによる被害状況確認訓練

はしご車による高所救出訓練

ペット同行避難訓練
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５月

坂
田
地
区
に
お
け
る
施
設
づ
く
り

に
つ
い
て
の
公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
開
催
し
ま
す

大
臣
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す稲生 弘さん

高
齢
者
叙
勲

受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す関口一夫さん

埼
玉
県
知
事
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す豊田晶雄さん

シ
ラ
コ
バ
ト
賞

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

表彰された活動項目

住みよいふるさとを
つくる活動

心のふれあいを深め
る活動
健やかな心身を育て
る活動

受賞者氏名

徳世新一郎さん

中村 稔さん

三井 末子さん

東二丁目町会
夜間パトロール

小林 怜美さん

桶川市体育協会
川田谷支部

広
報
お
け
が
わ
10
月
号
で
お
知
ら
せ
し

た
、
坂
田
地
区
に
お
け
る
公
共
機
能
と
民

間
機
能
が
複
合
し
た
施
設
づ
く
り
に
つ
い

て
は
、
公
募
型
の
企
画
提
案
競
技
に
よ
り
、

事
業
者
の
選
定
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
す
。

今
後
、
事
業
者
の
選
定
に
あ
た
り
、
傍

聴
が
可
能
な
企
画
提
案
事
業
者
に
よ
る
公

開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

公
開
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
日
時
お

よ
び
会
場
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
1

月
中
旬
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

詳
し
く
は
�
企
画
調
整
課

次
の
方
々
は
、
統
計
調
査
に
従
事
す
る

統
計
調
査
員
と
し
て
の
永
年
の
功
績
が
認

め
ら
れ
、
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

経
済
産
業
大
臣
表
彰
（
構
造
統
計
調
査
）

大
槻
英
代
さ
ん

茂
木
カ
ヲ
ル
さ
ん

厚
生
労
働
大
臣
表
彰

（
毎
月
勤
労
統
計
調
査
）

澤
野
和
夫
さ
ん

詳
し
く
は
�
企
画
調
整
課

次
の
方
は
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

生
活
衛
生
功
労

（
県
生
衛
組
合
副
理
事
長
・
花
寿
司
）

詳
し
く
は
�
秘
書
広
報
課

次
の
方
は
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

受
章
さ
れ
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章

（
元
浦
和
市
立
原
山
小
学
校
長
）

詳
し
く
は
�
秘
書
広
報
課

次
の
方
は
、
永
年
の
功
績
が
認
め
ら
れ
、

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

保
健
衛
生
功
労
（
豊
田
医
院
長
）

詳
し
く
は
�
秘
書
広
報
課

次
の
方
々
は
、
長
年
に
わ
た
る
地
道
な

活
動
が
認
め
ら
れ
、
平
成
28
年
11
月
14
日

に
彩
の
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866

１月

2017．11133
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報
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健
康
ス
テ
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シ
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ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
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平
成
29
年
度
桶
川
市
発
達
障
害
・
情

緒
障
害

通
級
指
導
教
室
「
大
空（
お

お
ぞ
ら
）」へ
の
入
級
希
望
の
ご
案
内

入
学
準
備
金
貸
付
金
の
申
請
期
間

の
延
長
の
お
知
ら
せ

教
育
委
員
会

第
1
回
定
例
会

「
桶
川
市
求
職
相
談
会
お
よ
び

労
働
相
談
会
」
を
開
催
し
ま
す

地
元
企
業
に
よ
る
「
若
者
就
職
面

接
会
」
を
開
催
し
ま
す

市
内
各
小
学
校
に
在
籍
す
る
児
童
を
対

象
と
し
て
、
通
級
指
導
教
室
「
大
空
（
お

お
ぞ
ら
）」
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

通
級
指
導
教
室
は
、
地
域
の
小
学
校
に

通
い
な
が
ら
、
学
校
生
活
や
日
常
生
活
が

よ
り
豊
か
に
送
れ
る
よ
う
に
支
援
し
ま
す
。

日
常
生
活
の
中
で
「
落
ち
着
き
が
な
く
気

持
ち
が
不
安
定
で
あ
る
」「
特
定
の
も
の

に
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
る
」「
友
達
と
の

か
か
わ
り
や
集
団
行
動
が
苦
手
」
な
ど
、

お
子
さ
ん
の
発
達
に
つ
い
て
心
配
の
あ
る

人
は
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

開
設
日
時
▼
指
導
期
間
は
小
学
校
の
授

業
日
と
同
じ
※
原
則
と
し
て
、
週
2
単
位

時
間
（
90
分
）

開
設
場
所
▼
西
小
学
校
内
「
大
空
桶
川

西
小
教
室
」
お
よ
び
加
納
小
学
校
内
「
大

空
加
納
小
教
室
」

対
象
児
童
▼
通
常
の
学
級
に
在
籍
し
、

保
護
者
の
申
込
み
に
よ
り
所
定
の
手
続
き

を
経
て
、
通
級
に
よ
る
指
導
の
対
象
と
す

る
こ
と
が
適
当
と
認
め
ら
れ
た
児
童

指
導
内
容
▼
個
別
指
導
を
中
心
に
、
必

要
に
応
じ
て
小
集
団
指
導
を
行
い
、
発
達

障
害
・
情
緒
障
害
の
状
態
の
改
善
を
目
指

し
ま
す
。

申
込
期
間
▼
2
月
1
日
㈬
〜
13
日
㈪

提
出
書
類
▼
通
級
指
導
教
室
入
級
希
望

カ
ー
ド
1
部

※
用
紙
は
、
学
校
支
援
課
お
よ
び
市
内
各

小
学
校
に
あ
り
ま
す
。
教
育
委
員
会
、
ま

た
は
在
籍
す
る
学
校
へ
問
い
合
わ
せ
て
く

だ
さ
い
。

提
出
先
▼

①
平
成
29
年
4
月
入
学
予
定
の
子
ど
も
↓

学
校
支
援
課

②
現
在
小
学
校
1
〜
5
年
生
の
子
ど
も
↓

在
籍
校
の
学
級
担
任

そ
の
他
▼

①
児
童
の
送
迎
お
よ
び
相
談
・
指
導
は
、

保
護
者
同
伴
と
な
り
ま
す
。
児
童
の
み
の

指
導
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

②
通
級
時
は
出
席
扱
い
と
な
り
ま
す
。

詳
し
く
は
�
学
校
支
援
課

現
在
、
入
学
準
備
金
の
貸
付
申
請
期
間

を
2
月
10
日
㈮
ま
で
と
し
て
い
ま
す
が
、

2
月
末
日
ま
で
延
長
し
ま
す
。
申
請
書
類

は
、
教
育
総
務
課
窓
口
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
入
手
で
き
ま
す
。

対
象
▼
次
の
要
件
を
満
た
す
人

①
平
成
28
年
1
月
1
日
以
前
か
ら
、
市
内

に
居
住
す
る
人

②
連
帯
保
証
人
（
関
東
一
都
六
県
に
居
住

し
、
独
立
の
生
計
を
営
む
20
歳
以
上
の
住

民
税
完
納
者
）
が
い
る
人

貸
付
限
度
額
▼
※
1
万
円
を
単
位

○
高
等
学
校
・
高
等
専
門
学
校
・
専
修
学

校
↓
20
万
円

○
大
学
↓
40
万
円

償
還
方
法
▼
口
座
振
替
で
10
月
か
ら
40

月
割
賦
償
還
（
無
利
子
）

貸
付
の
適
否
▼
書
面
で
通
知
し
ま
す
。

貸
付
日
▼
3
月
下
旬
（
土
日
・
祝
日
を

除
く
）

※
早
め
に
貸
付
を
希
望
す
る
人
は
、
2
月

10
日
㈮
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

と
き
▼
1
月
26
日
㈭
午
後
2
時

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
303

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制

限
す
る
場
合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま

た
、
次
回
の
教
育
委
員
会
は
、
2
月
22
日

㈬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

登録有効期間�２年間

保育所臨時保育士
対 象�保育士資格所有者（時間外勤務保育士は資格不要）
時 給�９４０円～（平成２８年度実績）
勤務場所�市内公立保育所
勤務日時�
【１日勤務】月～金曜日の午前８時３０分～午後５時

※月１、２回土曜日勤務あり
【週４日勤務】月～土曜日の午前８時３０分～午後４時
【午前勤務】月～金曜日の午前８時３０分～午後０時３０分
【午後勤務】月～金曜日の午後０時３０分～５時
【月・金・土曜日勤務】月曜日および金曜日の午前８時３０分～午

後５時、土曜日の午前８時３０分～正午
【時間外勤務】月～金曜日の午前７時～８時３０分および午後４時

３０分～７時※月１、２回土曜日勤務あり
放課後児童クラブ臨時職員
対 象�１８歳以上（高校生不可）
時 給�９４０円（平成２８年度実績）
勤務場所�市内の放課後児童クラブ
勤務日時�
【月～土職員】月～土曜日のうち、週５日・１日４．５時間以上

通常開室：午後１時～７時
一日開室：午前７時３０分～午後７時

【土曜・休暇対処職員】月～土曜日のうち、週２日程度・１日４．５
時間以上
通常開室：午後１時～７時
一日開室：午前７時３０分～午後７時

※なお、一日開室や長期休みの場合は、５～８時間勤務となるこ
とがあります。
児童館臨時職員
対 象�資格所有者（保育士・幼稚園教諭・児童厚生員・その

他これに準ずる資格）
時 給�９４０円（平成２８年度実績）
勤務場所�児童館（総合福祉センター内）
勤務日時�月～日曜日のうち、週４日（午前９時～午後５時また

は午後１時～５時）
子育て支援センター
対 象�資格所有者（保育士・幼稚園教諭・看護師など）
時 給�９４０円（平成２８年度実績）
勤務場所�駅前子育て支援センターまたは日出谷子育て支援セン

ター
勤務日時�月～金曜日のうち週２日（午前９時～午後５時）

求
職
中
の
人
を
対
象
に
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
大
宮
と
連
携
し
て
行
う
求
職
相
談
会
と
、

労
働
者
お
よ
び
経
営
者
を
対
象
に
県
と
連

携
し
て
行
う
、
賃
金
・
退
職
金
や
労
働
時

間
な
ど
の
労
働
条
件
、
採
用
や
退
職
、
労

務
管
理
上
の
問
題
な
ど
抱
え
て
い
る
労
働

問
題
に
つ
い
て
、
労
働
相
談
員
が
応
え
る

労
働
相
談
会
を
併
せ
て
開
催
し
ま
す
。

と
き
▼
2
月
10
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後

4
時
（
受
付
時
間
は
午
後
3
時
30
分
ま
で
、

正
午
〜
午
後
1
時
は
昼
休
み
）

と
こ
ろ
▼
仮
設
庁
舎
会
議
室
301

対
象
▼
仕
事
を
探
し
て
い
る
人
・
労
働

条
件
や
労
務
管
理
上
の
問
題
を
抱
え
る
労

働
者
お
よ
び
経
営
者

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
カ
ー
ド
ま
た
は
雇
用
保

険
受
給
資
格
者
証
を
お
持
ち
の
人
は
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
求
職

登
録
の
無
い
人
は
、
当
日
求
職
登
録
を
し

て
も
ら
い
ま
す
。

費
用
▼
無
料

相
談
内
容
▼

求
職
相
談
会
↓
職
業
相
談
・
職
業
紹
介

労
働
相
談
会
↓
労
働
条
件
や
労
務
管
理
な

ど
の
相
談

詳
し
く
は
�
産
業
観
光
課

大
宮
公
共
職
業
安
定
所
お
よ
び
上
尾
・

桶
川
・
伊
奈
地
域
雇
用
対
策
協
議
会
主
催

の
若
者
就
職
面
接
会
を
開
催
し
ま
す
。

内
容
▼
企
業
ブ
ー
ス
で
採
用
担
当
者
と

個
別
に
面
接

と
き
▼
1
月
25
日
㈬
午
後
1
時
〜
4
時

（
受
付
時
間
は
午
後
0
時
30
分
〜
3
時
30

分
）と

こ
ろ
▼
伊
奈
町
総
合
セ
ン
タ
ー
（
北

足
立
郡
伊
奈
町
大
字
小
室
5
1
6
1
）

対
象
▼
①
平
成
29
年
3
月
高
校
・
大
学

な
ど
新
規
卒
業
予
定
者
②
若
年
者
（
概
ね

44
歳
以
下
）

持
ち
物
▼
履
歴
書
（
複
数
枚
）

参
加
企
業
▼
上
尾
市
・
桶
川
市
・
伊
奈

町
の
地
元
企
業
を
中
心
に
35
社
程
度
が
参

加
※
詳
細
は
、
上
尾
市
、
桶
川
市
、
伊
奈

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み
▼
不
要

問
合
せ
�
上
尾
・
桶
川
・
伊
奈
地
域
雇

用
対
策
協
議
会
事
務
局
（
伊
奈
町
産
業
振

興
課
内
�
７２１
―
２
１
１
１
）

桶川市公共施設等総合管理計画（案）について意見を募集します
詳しくは�企画調整課

市では、公共施設等について、長期的な視点をもって更新・統廃合・長寿命化などの計画的な管理を推進するため、
桶川市公共施設等総合管理計画（案）を策定しましたので、次のとおり意見を募集します。

1月6日㈮～2月6日㈪
〇市内在住・在勤・在学の人 〇市内に事業所などを有する人
〇市に対して納税義務を有する人 〇本計画案に利害関係を有する人
企画調整課、情報公開コーナー、市内各公民館 ※ホームページでも閲覧できます。

指定用紙に必要事項を記入し、郵送（〒363－8501住所記入不要）、
メール（kikaku@city.okegawa.lg.jp）または直接、企画調整課へ。
提出された意見の取扱い�市の考え方などを踏まえて整理し、ホームページなどで公表します。

閲覧・意見募集の期間

意見を提出できる人

閲覧場所

意見の提出方法

市民税・県民税【第4期】
国民健康保険税
介護保険料
後期高齢者医療保険料

【第7期】

納期限…1月31日
納付は期限内に！

今月の納期

平平成成2299年年度度臨臨時時保保育育士士・・職職員員登登録録者者をを募募集集ししまますす
詳しくは�保育課

市では、次のとおり臨時職員の登録者を募集しています。
履歴書（写真添付）、資格証明書を持参のうえ、保育課へ申し込みください。

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板

2017．1 11442017．11155

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板
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国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
に
は

口
座
振
替
が
利
用
で
き
ま
す

消
費
生
活
相
談
員
を

募
集
し
ま
す

口
座
振
替
を
利
用
す
る
と
、
保
険
料
が

自
動
的
に
引
き
落
と
さ
れ
る
の
で
金
融
機

関
な
ど
に
行
く
手
間
が
省
け
る
う
え
、
納

め
忘
れ
も
な
く
、
と
て
も
便
利
で
す
。

ま
た
、
口
座
振
替
に
は
、
当
月
分
保
険

料
を
当
月
末
に
振
替
納
付
す
る
こ
と
に
よ

り
、
月
々
50
円
割
引
さ
れ
る
早
割
制
度
や
、

現
金
納
付
よ
り
も
割
引
額
が
多
い
6
か
月

前
納
、
1
年
度
前
納
、
2
年
度
前
納
も
あ

り
ま
す
。
1
年
度
前
納
、
2
年
度
前
納
の

申
込
期
限
は
毎
年
2
月
末
ま
で
で
す
。

口
座
振
替
を
希
望
す
る
人
は
、
納
付
書

ま
た
は
年
金
手
帳
、
通
帳
、
金
融
機
関
届

出
印
を
持
参
の
う
え
、
希
望
の
金
融
機
関

ま
た
は
年
金
事
務
所
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。問

合
せ
�
大
宮
年
金
事
務
所
�
６５２
―
３

３
９
９

【
事
例
1
】

50
年
前
に
投
資
の
つ
も
り
で
遠
方
の
山

奥
の
土
地
を
買
っ
た
。
半
年
前
に
あ
る
業

者
が
訪
れ
「
土
地
を
高
く
売
っ
て
あ
げ
る
。

名
義
変
更
と
土
地
の
整
備
費
と
し
て
50
万

円
、
税
金
対
策
費
用
と
し
て
400
万
円
が
必

要
」
と
言
う
の
で
、
土
地
が
売
れ
る
な
ら

と
思
い
支
払
っ
た
。
す
る
と
、
次
か
ら
次

へ
と
別
の
業
者
が
訪
問
し
て
き
て
は
「
あ

の
会
社
は
詐
欺
だ
が
我
が
社
な
ら
安
心
」

「
我
が
社
の
土
地
と
交
換
し
な
い
か
」
な

ど
と
言
う
の
で
、
訳
が
分
か
ら
ず
言
わ
れ

る
が
ま
ま
応
じ
て
い
た
ら
高
額
な
支
払
い

に
な
っ
た
う
え
に
、
土
地
が
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
た
。

【
事
例
2
】

昭
和
48
年
に
原
野
商
法
で
だ
ま
さ
れ
て

購
入
し
た
土
地
が
あ
る
。
固
定
資
産
税
も

か
か
ら
な
い
土
地
な
の
で
放
置
し
て
お
い

た
。
す
る
と
先
日
、
業
者
か
ら
「
介
護
施

設
を
建
設
す
る
の
で
土
地
を
買
い
取
り
た

い
。
売
買
に
先
立
っ
て
税
金
分
90
万
円
を

支
払
っ
て
欲
し
い
。
介
護
施
設
の
建
設
に

は
国
か
ら
補
助
金
が
出
る
の
で
、
後
か
ら

返
金
す
る
」
と
言
わ
れ
た
が
、
本
当
の
話

だ
ろ
う
か
。

原
野
商
法
は
、
原
野
な
ど
の
価
値
の
無

い
土
地
を
だ
ま
し
て
売
り
つ
け
る
悪
質
商

法
で
す
。
昭
和
30
年
代
後
半
か
ら
昭
和
50

年
代
に
か
け
て
被
害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

被
害
者
の
多
く
は
転
売
な
ど
が
ま
ま
な
ら

ず
現
在
も
そ
の
土
地
を
所
有
し
て
お
り
、

自
身
が
高
齢
に
な
っ
て
何
と
か
処
分
し
た

い
と
い
う
思
い
か
ら
悪
質
な
勧
誘
に
耳
を

傾
け
て
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
多
数
あ
り
ま
す
。

悪
質
業
者
は
、
こ
う
し
た
土
地
の
所
有

者
情
報
を
入
手
し
て
「
開
発
計
画
が
あ
る

の
で
高
値
で
買
い
ま
す
」「
あ
な
た
の
土

地
が
必
要
な
の
で
、
我
が
社
の
土
地
と
交

換
し
た
い
」
な
ど
と
言
っ
て
近
づ
き
、
土

地
の
測
量
代
、
雑
草
処
分
代
、
土
地
の
交

換
差
額
の
支
払
い
な
ど
の
理
由
を
つ
け
て

お
金
を
だ
ま
し
取
ろ
う
と
し
ま
す
。
こ
う

し
た
被
害
を
原
野
商
法
二
次
被
害
と
言
い

ま
す
。
二
次
被
害
に
遭
っ
た
人
の
情
報
が

悪
質
業
者
の
間
で
出
回
る
こ
と
で
、
さ
ら

な
る
被
害
へ
拡
大
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
】

①
原
野
な
ど
価
値
の
な
い
土
地
を
新
た
に

購
入
す
る
人
は
ま
ず
い
ま
せ
ん
。「
土
地

を
買
い
た
い
人
が
い
る
」「
高
価
格
で
売

却
で
き
る
」
の
セ
ー
ル
ス
ト
ー
ク
を
う
の

み
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

②
い
ろ
い
ろ
な
名
目
で
お
金
を
要
求
し
て

き
ま
す
。
不
審
な
勧
誘
は
き
っ
ぱ
り
と
断

り
ま
し
ょ
う
。

③
訪
問
販
売
に
よ
る
測
量
や
整
地
工
事
な

ど
の
契
約
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ

が
可
能
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。
契
約
が
成

立
し
て
い
な
い
と
き
も
あ
り
ま
す
。

ト
ラ
ブ
ル
に
あ
っ
た
場
合
に
は
、
お
近

く
の
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
へ
は
全
国
共
通
の

電
話
番
号
で
あ
る
1
8
8
番
へ
か
け
れ
ば

つ
な
が
り
ま
す
。

※「
1
8
8（
い
や
や
）！
泣
き
寝
入
り
！
」

と
覚
え
て
く
だ
さ
い
。

内
容
▼
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
業
務

お
よ
び
苦
情
処
理
な
ど

任
期
▼
平
成
29
年
4
月
1
日
〜
翌
年
3

月
31
日
※
更
新
有
り

勤
務
地
▼
桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

勤
務
日
▼
平
日
週
2
日
程
度
※
月
・
水

曜
日
の
予
定

勤
務
時
間
▼
午
前
10
時
〜
正
午
、
午
後

1
時
〜
3
時
30
分

応
募
資
格
▼
下
記
①
〜
④
す
べ
て
を
満

た
す
人

①
消
費
生
活
相
談
員
資
格
試
験
合
格
者
ま

た
は
、
み
な
し
合
格
者

②
消
費
生
活
に
関
す
る
専
門
知
識
と
職
務

を
遂
行
す
る
熱
意
を
有
す
る
人

③
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
的
操
作
が
で
き
る
人

④
心
身
と
も
に
健
康
な
人

※
書
類
選
考
・
面
接
あ
り
（
1
月
31
日
㈫

予
定
）

応
募
期
限
▼
1
月
20
日
㈮

※
応
募
方
法
や
雇
用
条
件
は
募
集
要
項
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
募
集
要
項
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課

人生の節目には国民年金の届出を！
20歳から60歳になるまでの40年間は、全員が国民年金に加入します。職業などにより、加入の種別は3つ［第
1号被保険者（自営業、学生など）・第2号被保険者（会社員や公務員）・第3号被保険者（会社員や公務員の
被扶養配偶者）］に分かれます。結婚や就職などにより加入の種別が変わるときは年金の届出が必要です。

※届出の際は年金手帳を持参しましょう。
※届出の内容により、届出先が異なりますので、手続きの際には必ず確認してください。
詳しくは�保険年金課、または大宮年金事務所�６５２－３３９９

対前年
同月比

－33件

0人

－36人

スマホ見る 今じゃないでしょ 止めてから

平成27年
10月末

276件

1人

327人

平成28年
10月末

243件

1人

291人

件 数

死 者 数

負傷者数

☆ 交通事故統計 ☆
―桶川市内の人身事故―

（毎年1月からの累計）

平平平平平平平平平平平平平平平平平和和和和和和和和和和和和和和和和和へへへへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののののののメメメメメメメメメメメメメメメメメッッッッッッッッッッッッッッッッッセセセセセセセセセセセセセセセセセーーーーーーーーーーーーーーーーージジジジジジジジジジジジジジジジジ
実実実実実実実実実実実実実実実実実行行行行行行行行行行行行行行行行行委委委委委委委委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員員員員員員員員ををををををををををををををををを募募募募募募募募募募募募募募募募募集集集集集集集集集集集集集集集集集しししししししししししししししししままままままままままままままままますすすすすすすすすすすすすすすすす
8月に開催予定のイベント「平和へのメッ
セージ」で展示、発表などを行う市民団体の
実行委員を募集します。
対 象�市で実施する「平和を考える10日間

事業」の期間中（8月6日～15日）
に実施するイベント「平和へのメッ
セージ」の実行委員として企画立案
をし、かつ運営に携わり、展示や発
表をしていただける市民ボランティ
ア団体

※会議は1か月に1回程度の予定です。
申込み�1月4日㈬～31日㈫（土日・祝日を

除く）午前8時30分から午後5時15
分に、電話、または直接、自治文化
課へ申し込みください。
なお、第1回実行委員会は、2月

14日㈫午後1時30分から分庁舎会議
室2で開催する予定です。

詳しくは�自治文化課

国民年金に加入する
届出先

第1号被保険
者→市役所
第3号被保険
者→配偶者の
勤務先

市役所
（保険年金課）

配偶者の勤務
先

市役所
（保険年金課）

配偶者の新し
い勤務先

手続き
国民年金に加入の手
続きをする

国民年金に加入の手続
きをする（被扶養配偶
者であった人も同様）

第3号被保険者への
種別変更の届出をす
る

第3号被保険者から第
1号被保険者への種別
変更の手続きをする

引き続き第3号被保
険者となる手続きを
する

こんなとき
20歳になった
とき

会社を退職し
たとき

結婚や退職など
で配偶者の扶養
に入ったとき

配偶者の扶養
でなくなった
とき

配偶者が会社を
変わったとき

国民年金保険料を納める
届出先

銀行・郵便局・農
協・信用金庫・信
用組合・労働金
庫・年金事務所

年金事務所

年金事務所

市役所
（保険年金課）

年金事務所

手続き
口座振替納付（変更）申
出書などを提出する

クレジットカード納付
（変更）申出書などを提
出する

納付書の再発行を申し出る

・免除や納付猶予の申請
をする
・学生で保険料を納めるの
が困難なときは、学生納
付特例の申請をする

国民年金保険料追納申込
みをする

こんなとき
口座振替を開始（変
更）・辞退したとき

クレジットカード納付
を開始（変更）・辞退し
たとき

納付書を紛失したとき

保険料を納めるのが困
難なとき

保険料の免除・猶予、学
生納付特例を受けた期間
の保険料を納付（追納）
するとき

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

「
あ
な
た
の
土
地
を
買
い
取
り
ま
す
」
原
野
商
法
二
次
被
害
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い

【
桶
川
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
】

相
談
日
時
▼
毎
週
月
〜
金
曜
日
（
祝

日
を
除
く
）
午
前
１０
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
３
時
３０
分

※
相
談
の
際
に
は
、
契
約
書
や
経
緯

を
ま
と
め
た
資
料
を
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。

財務省関東財務局へ
相談を！【無料】
一人で悩まないで、迷わ
ずご相談ください。

�だまされないで！危ない
投資勧誘！ �６１３－３９５２

�電子マネー詐欺相談
�６００－１１５２

�多重債務相談
�６００－１１１３

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866

情
報
ス
テ
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ン

健
康
ス
テ
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い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
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情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板
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ン

い
っ
し
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に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板



契約書

桶
川
市
消
費
生
活
セ
ミ
ナ
ー
「
安
全
に
食

べ
る
。」〜
本
当
に
安
全
な
食
品
を

選
択
す
る
た
め
に
〜
を
開
催
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
な
ど
の

納
付
確
認
書
を
郵
送
し
ま
す

競
争
入
札
参
加
資
格
登
録
（
競
争

入
札
参
加
願
い
）
の
受
付
け

平
成
29
年

第
1
回
農
業
委
員
会
総
会

市
民
の
誰
も
が
安
心
・
安
全
に
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
、
消

費
生
活
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

輸
入
の
実
態
や
、
安
価
な
食
品
の
心
配

な
点
な
ど
、
消
費
者
と
し
て
知
っ
て
お
き

た
い
「
今
の
日
本
の
食
の
構
造
」
か
ら
、

わ
か
り
に
く
い
「
食
品
表
示
制
度
」
の
読

み
解
き
方
と
問
題
点
を
学
び
、
安
全
な
食

品
を
選
択
す
る
方
法
を
教
え
ま
す
。

と
き
▼
1
月
28
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

（
午
前
9
時
30
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
市
民
ホ
ー
ル

費
用
▼
無
料

講
師
▼
近
藤
惠
津
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
・
ま
ち
デ
ザ

イ
ン
理
事
長
、
元
生
活
ク
ラ
ブ
生
協
・
東

京
副
理
事
長
）

内
容
▼
「
ト
ク
ホ
」「
食
品
添
加
物
」

な
ど
の
食
品
表
示
、
安
心
な
食
生
活
を
送

る
た
め
に
必
要
な
知
識
の
解
説

定
員
▼
50
人
【
先
着
順
】

申
込
み
▼
【
事
前
申
込
制
】
電
話
、
メ

ー
ル
（bunka@

city.okegaw
a.lg.jp

）

ま
た
は
直
接
、
自
治
文
化
課
へ
。
※
メ
ー

ル
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号

を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課

平
成
28
年
中
に
国
民
健
康
保
険
税
、
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
お
よ
び
介
護
保
険

料
を
納
付
し
た
人
（
国
民
健
康
保
険
税
は

世
帯
主
）
に
「
国
民
健
康
保
険
税
納
付
確

認
書
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
納
付
確

認
書
、
介
護
保
険
料
納
付
確
認
書
」
を
、

そ
れ
ぞ
れ
1
月
下
旬
に
送
付
し
ま
す
。
所

得
税
、
市
県
民
税
の
申
告
を
行
う
際
に
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

※
年
金
天
引
き
の
支
払
額
は
、
日
本
年
金

機
構
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
る
源
泉
徴
収
票

に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
保
険
年
金
課
ま
た
は
高
齢

介
護
課

市
が
発
注
す
る
①
そ
の
他
の
業
務
（
建

築
施
設
維
持
管
理
業
務
お
よ
び
そ
の
他
役

務
の
提
供
な
ど
の
業
務
）
の
委
託
②
物
品

の
購
入
や
借
り
入
れ
に
係
る
競
争
入
札
な

ど
に
参
加
を
希
望
す
る
業
者
の
資
格
審
査

を
次
の
と
お
り
受
け
付
け
ま
す
。

今
回
は
全
て
更
新
で
す
の
で
、
現
在
登

録
し
て
い
る
場
合
も
登
録
が
必
要
で
す
。

※
な
お
、
桶
川
市
に
登
録
す
る
と
、
自
動

的
に
埼
玉
県
央
広
域
事
務
組
合
お
よ
び
埼

玉
中
部
資
源
循
環
組
合
の
名
簿
に
も
登
録

さ
れ
ま
す
。

受
付
期
間
▼
2
月
1
日
㈬
〜
15
日
㈬

受
付
方
法
▼
郵
送
の
み
受
付
※
持
参
不

可
登
録
有
効
期
間
▼
①
平
成
29
年
4
月
1

日
〜
平
成
31
年
3
月
31
日
、
②
平
成
29
年

4
月
1
日
〜
平
成
33
年
3
月
31
日

提
出
書
類
▼
提
出
要
領
を
参
照

※
提
出
要
領
、
申
請
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

詳
し
く
は
�
契
約
管
財
課

と
き
▼
1
月
23
日
㈪
午
後
2
時

と
こ
ろ
▼
分
庁
舎
会
議
室
1

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
総
会
開
始
の

30
分
前
か
ら
5
分
前
ま
で
に
会
場
に
お
越

し
に
な
り
、
事
務
局
へ
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。
会
場
の
都
合
で
人
数
を
制
限
す
る
場

合
は
、
ご
了
承
願
い
ま
す
。
ま
た
、
会
場

が
変
更
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、

傍
聴
を
希
望
す
る
人
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

ま
た
は
事
務
局
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

次
回
の
農
業
委
員
会
総
会
は
、
2
月
20
日

㈪
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
�
農
業
委
員
会
事
務
局

【新しい介護予防・日常生活支援総合事業が始まります】
平成27年の介護保険法の

改正に伴い、市でも平成29
年4月から要支援認定者お
よび虚弱な高齢者を対象に、
新しい介護予防・日常生活
支援総合事業（以下、総合
事業）をスタートします。

○総合事業ってなに？
総合事業とは、市町村が中心となって、地域での実情

に応じて、65歳以上の人を対象に、その人の状態に合わ
せた多様なサービスを提供する事業です。

○総合事業の対象者は？
①65歳以上の介護保険で要支援1・2の認定を受けた人
②国の定める「基本チェックリスト」を実施し、事業の
対象に該当する人

※チェックリストとは国のガイドラインに沿って定めら

れた25項目の質問事項です。対象者の運動機能、栄養
状態などのチェックをします。

○総合事業の対象となるサービスは？
①現在の要支援の人が利用している訪問介護サービス
②現在の要支援の人が利用している通所介護サービス
③市が定める基準の訪問介護サービスや通所介護サービス

○総合事業を利用するには？
①すでに要支援1・2の認定を受け、すでにサービスを
利用している人
�担当のケアマネジャー（地域包括支援センターまた
は居宅介護支援事業所）

②すでに要支援1・2の認定を受けているが、サービス
の利用をしていない人
�お住まいの地区の地域包括支援センター

③これからサービスの利用を考えている人（新規の人）
�市またはお住まいの地区の地域包括支援センター

平成２７年の介護保険法の改正に伴い、新しい介護予防・日常生活支援総合事業がスタートしました。
これからは「住み慣れた地域で住民同士の支え合いの仕組み」を作り、住民同士の顔の見える関係づくりが

大切になります。では、顔の見える関係づくりとは何をどうしたらいいのでしょうか？このフォーラムで皆さ
ん一緒に考えてみませんか？
と き�１月１２日㈭ 午後１時３０分～

４時３０分（予定）
ところ�東公民館
定 員�１００人【先着順】
申込み�電話、または直接、高齢介護

課へ
※参加費無料・市民優先
※駐車場に限りがありますので、公共
交通機関、自転車、徒歩などでお越
しください。

今月のおれんじカフェ

開催場所 開催日 開催時間（出入り自由） 参加費
グループホームみんなの家
坂田東１－３６－３�７２９－１６１６ １月１１日㈬ 午後１時３０分～３時 無料

愛の家グループホーム桶川
朝日２－１０－１５�７７８－６６０３ １月１８日㈬ 午後１時３０分～３時 無料

桶川ケアセンターそよ風
上日出谷１２４５－２�７８９－３１３０ １月２０日㈮ 午後１時～３時 無料

ねむのき
川田谷５８３０－１�７８７－０３１１

１月８日㈰
２月５日㈰ 午前９時３０分～午後０時３０分 １００円

認知症の人とその家族・地域住民など誰もが利用でき、触れ合える場所「お
れんじカフェ」を開催します。事前の連絡は不要です。直接お越しください。

詳しくは�
高齢介護課

シリーズ 明日のあんしん ～高齢者の暮らしを支える～⑱

住み慣れた地域で自分らしい暮らしができるように
詳しくは�高齢介護課

市民フォーラムを開催します

みんなで創ろう助け合い社会
～今、近助（近所）の力を！！～

申込み・問合せ�高齢介護課

基調講演 堀田 力さん
現、公益財団法人さわやか福祉財団会長・弁護士・
にっぽん子育て応援団団長。社会保障審議会委員、
中央社会福祉審議会委員、高齢者介護研究会座長、
東京都社会福祉協議会会長、東京の地域ケアを推進
する会議委員長ほかを歴任。新地域支援構想会議の
呼びかけ団体として、国や市町村へ提言するなど全
国各地で強力に絆のある地域づくりを推進中。

第１部 基調説明 介護保険制度の改正の背景 桶川市の現状と改正内容
第２部 基調講演 「みんなで創ろう助け合い社会～今、近助（近所）の力を！！～」

公益財団法人さわやか福祉財団 会長 堀田 力さん
第３部 パネルディスカッション 市内で活動するボランティア団体など

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866
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快適住まいの
リフォーム専門店
・水まわり工房イベント開催中
・耐震補強のご相談受付中
・外装・屋根・内装・耐震・省エネ
桶川市坂田東１－１－７

http://www.sumai-network.jp/kaijuu/

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
た
め
の

成
年
後
見
無
料
（
電
話
）
相
談
会

お
よ
び
講
演
会
の
お
知
ら
せ

県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別
支
援

学
校
公
開
講
座
の
お
知
ら
せ

1
月
10
日
は
「
110
番
の
日
」

〜
110
番
は
県
民
と
警
察
を
結
ぶ

緊
急
通
報
の
専
用
電
話
で
す
〜

第
5
回
埼
玉
ク
イ
ズ
王
決
定
戦
を

開
催
し
ま
す

相
談
会
日
時
・
会
場
▼【
事
前
予
約
制
】

1
月
28
日
㈯
午
前
11
時
〜
午
後
4
時

①
浦
和
会
場
②
深
谷
会
場
③
川
越
会
場

④
越
谷
会
場

講
演
会
日
時
▼
【
予
約
不
要
】
1
月
28

日
㈯
午
前
9
時
30
分
〜
10
時
45
分

①
浦
和
会
場
②
深
谷
会
場
③
川
越
会
場

※
テ
ー
マ
�
「
成
年
後
見
お
よ
び
相
続
に

つ
い
て
」

※
越
谷
会
場
で
の
開
催
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
談
会
お
よ
び
講
演
会
会
場
▼

①
浦
和
会
場
↓
埼
玉
司
法
書
士
会
館

②
深
谷
会
場
↓
深
谷
市
男
女
共
同
参
画
推

進
セ
ン
タ
ー
（
Ｌ
・
フ
ォ
ル
テ
）

③
川
越
会
場
↓
ウ
ェ
ス
タ
川
越

④
越
谷
会
場
↓
埼
玉
司
法
書
士
会
越
谷
総

合
相
談
セ
ン
タ
ー

予
約
方
法
▼
1
月
26
日
㈭
午
後
5
時
ま

で
に
、
電
話
（
863
―
7
8
6
1
）
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

電
話
相
談
日
時
▼
1
月
28
日
㈯
午
前
11

時
〜
午
後
4
時

電
話
相
談
電
話
番
号
▼
872
―
8
0
5
5

※
当
日
の
み
通
話
可

費
用（
相
談
会
・
講
演
会
・
電
話
相
談
）

▼
無
料
※
通
話
料
は
相
談
者
負
担

相
談
例
▼

①
一
人
暮
ら
し
の
今
後
が
心
配

②
遺
産
分
割
協
議
を
し
た
い
け
ど
、
父
が

認
知
症
で
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
。

③
知
的
障
が
い
を
持
つ
子
ど
も
の
将
来
が

心
配

④
年
金
が
母
の
た
め
に
使
わ
れ
て
い
な
い

み
た
い
。
ど
う
し
よ
う
。

そ
の
他
▼
相
談
会
ま
た
は
講
演
会
の
み

の
参
加
も
可
能
で
す
。

問
合
せ
�
埼
玉
司
法
書
士
会
事
務
局

�
８６３
―
７
８
６
１

対
象
▼
身
体
を
通
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
興
味
の
あ
る
人

と
き
▼
1
月
28
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午

と
こ
ろ
▼
県
立
川
島
ひ
ば
り
が
丘
特
別

支
援
学
校

講
座
テ
ー
マ
▼
「
心
と
身
体
の
体
験
ワ

ー
ク
Ⅶ
」
講
師
�
今
野
義
孝
さ
ん
（
文
教

大
学
教
授
）

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
動
き
や
す
い
服
装

申
込
み
・
問
合
せ
�
１
月
２０
日
㈮
ま
で

に
電
話
（
０４９
―
２９７
―
７
７
５
３
）
ま
た
は

フ
ァ
ッ
ク
ス
（
０４９
―
２９９
―
２
９
１
５
）
で
。

※
同
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
ご
覧
く
だ
さ
い
。

県
警
で
は
、1
月
10
日
を「
110
番
の
日
」

と
し
て
110
番
の
正
し
い
利
用
を
呼
び
か
け

て
い
ま
す
。

緊
急
性
が
な
い
各
種
照
会
や
間
違
い
、

い
た
ず
ら
な
ど
の
通
報
は
、
緊
急
を
要
す

る
110
番
通
報
へ
の
対
応
を
遅
ら
せ
る
原
因

に
な
り
ま
す
。

110
番
は
、
事
件
・
事
故
に
遭
っ
た
と
き

や
、
こ
れ
ら
を
目
撃
し
た
と
き
な
ど
、
警

察
官
に
一
刻
も
早
く
現
場
に
来
て
ほ
し
い

場
合
に
利
用
す
る
「
緊
急
通
報
の
専
用
電

話
」
で
す
。

緊
急
を
要
さ
な
い
要
望
・
相
談
・
苦
情
・

各
種
▼

○
け
い
さ
つ
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
�
＃
9

1
1
0
ま
た
は
822
―
9
1
1
0

※
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
月
〜
金
曜
日

の
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

○
上
尾
警
察
署
�
773
―
0
1
1
0

問
合
せ
�
上
尾
警
察
署

ク
イ
ズ
を
通
し
て
埼
玉
の
魅
力
を
知
っ

て
い
た
だ
き
、
郷
土
埼
玉
へ
の
関
心
と
愛

着
度
を
高
め
る
た
め
、「
第
5
回
埼
玉
ク
イ

ズ
王
決
定
戦
」
を
開
催
し
ま
す
。

優
勝
チ
ー
ム
に
は
台
湾
旅
行
を
贈
呈
す

る
ほ
か
、
上
位
入
賞
者
に
県
産
品
な
ど

様
々
な
賞
品
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
、
参
加
者
全
員
に
素
敵
な
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

予
選
開
催
日
時
・
会
場
▼

①
1
月
15
日
㈰
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
0

時
30
分
お
よ
び
午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30

分
の
計
2
回
・
コ
ク
ー
ン
シ
テ
ィ
（
さ
い

た
ま
市
）

②
1
月
21
日
㈯
午
後
1
時
〜
3
時
30
分
・

秩
父
市
歴
史
文
化
伝
承
館
（
秩
父
市
）

募
集
期
間
▼
①
コ
ク
ー
ン
シ
テ
ィ
（
さ

い
た
ま
市
）
↓
1
月
5
日
㈭
ま
で
、

②
秩
父
市
歴
史
文
化
伝
承
館
（
秩
父
市
）

↓
1
月
11
日
㈬
ま
で

決
勝
開
催
日
時
・
会
場
▼
2
月
26
日
㈰

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分
・
さ
い
た
ま

ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ

問
合
せ
�
埼
玉
ク
イ
ズ
王
決
定
戦
実
行

委
員
会
事
務
局
参
加
者
募
集
係
（
県
観
光

課
）（
住
所
�
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
高
砂

３
―
１５
―
１
、
�
８３０
―
３
９
５
５
、
�
８３０

―
４
８
１
９
）

駅西口図書館
休館のお知らせ

蔵書の点検など、館内特別整理を行いますの
で、次の期間、駅西口図書館を休館します。
期間�1月23日㈪～29日㈰
※市立図書館および川田谷分室は、月曜休館日
以外、通常どおり開館しています。
蔵書点検中は、パソコン・携帯端末などから
駅西口図書館の所蔵資料に予約を入れても、ご
提供は休館開け後となります。利用者の皆様に
はご不便をおかけしますが、ご理解、ご協力を
お願いします。
なお、本などの返却は、通常どおりブックポ
ストを利用してください。ただし、駅西口図書
館および桶川駅のブックポストに入れた場合、
返却処理は蔵書点検が終了した後となりますの
で、ご注意ください。また、CDについては破損
のおそれがありますので、市立図書館および川
田谷分室の返却カウンター、あるいは開館後の
駅西口図書館の返却カウンターにお願いします。
問合せ�駅西口図書館�７８６－６３５３

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

交通事故被害者のご家族への
援護金について

埼玉県交通安全対策協議会では、県内に在住する交通遺児等
を対象に、援護金を給付しています。
※「交通遺児等」とは、交通事故（陸海空全て）により死亡ま
たは重い障害を負った保護者（一方または双方）に養育され
ている平成10年4月2日以降に生まれた乳幼児・児童・学生。

給 付 額�子ども1人につき年額10万円
給付時期�5月上旬

※4月末までに「給付決定通知書」を送付します。
申請書類�市役所および教育委員会の窓口で配布します。
提出期限�1月31日㈫
提 出 先�みずほ信託銀行浦和支店に郵送または持参

住所：〒330－0063さいたま市浦和区高砂2－6－18
問合せ�県防犯・交通安全課�８３０－２９５８

■支給対象になる同居世帯の総所得額
同居世帯の総所得額
2，740，000円以下
3，120，000円以下
3，500，000円以下
3，880，000円以下
4，260，000円以下

交通遺児等の人数
1人
2人
3人
4人

5人以上

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866
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応
急
手
当
（
普
通
救
命
講
習
Ⅰ
）

講
習

平
成
28
年
度

危
険
物
取
扱
者
試
験
（
第
8
回
）

第
41
回
埼
玉
県
民
の
た
め
の

「
が
ん
の
集
い
」
を
開
催
し
ま
す

調
理
師
の
人
は
調
理
師
業
務
従
事

者
届
を
出
し
ま
し
ょ
う

内
容
▼
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法

（
成
人
）
お
よ
び
大
出
血
時
の
止
血
方
法

な
ど
※
講
習
修
了
者
に
は
修
了
証
を
交
付

と
き
▼
2
月
19
日
㈰
午
前
9
時
〜
正
午

（
午
前
8
時
30
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
埼
玉
県
央
広
域
消
防
本
部

（
鴻
巣
市
箕
田
1
6
3
8
―
1
）

対
象
▼
桶
川
市
・
鴻
巣
市
・
北
本
市
に

在
住
ま
た
は
在
勤
で
中
学
生
以
上
の
人

（
再
受
講
可
）

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
無
料

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
※
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受

講
者
は
、
当
消
防
本
部
発
行
の
受
講
証
明

書
（
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
画
面
提
示

で
も
可
）

そ
の
他
▼
当
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
応
急
手
当
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
の
受
講
が
で
き

ま
す
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
講
習
受
講
者
は
救
命
講
習

の
受
講
時
間
が
開
始
よ
り
1
時
間
免
除
さ

れ
ま
す
）。

申
込
み
・
問
合
せ
▼
1
月
15
日
㈰
〜
2

月
12
日
㈰
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
、
鴻
巣

消
防
署
鴻
巣
西
分
署
（
住
所
�
鴻
巣
市
滝

馬
室
1
1
3
9
―
1
、
�
048
―
544
―
0
1

1
9
）
へ
。

消
防
法
で
定
め
ら
れ
る
数
量
以
上
の
危

険
物
（
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・
重
油
な
ど
）

を
貯
蔵
し
、
ま
た
は
取
り
扱
う
人
は
、
危

険
物
取
扱
者
免
状
が
必
要
で
す
。

試
験
日
・
会
場
▼
3
月
5
日
㈰
・
芝
浦

工
業
大
学
（
さ
い
た
ま
市
）

※
試
験
の
た
め
の
準
備
講
習
会
も
開
催
し

ま
す
。
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
込
み
▼
㈶
消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

埼
玉
県
支
部
試
験
係
（
〒
330
―
0062
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
仲
町
2
―
13
―
8
ほ
ま
れ
会

館
2
階
）
へ
、
1
月
30
日
㈪
〜
2
月
8
日

㈬
【
消
印
有
効
】
に
、
書
面
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
※
電
子
申
請
可

願
書
配
布
・
問
合
せ
▼
埼
玉
県
央
広
域

消
防
本
部
予
防
課
�
048
―
597
―
2
0
0
4

／
鴻
巣
消
防
署
管
理
指
導
課
�
048
―
597
―

2
0
0
5
／
桶
川
消
防
署
管
理
指
導
課

�
773
―
1
1
9
0
／
北
本
消
防
署
管
理
指

導
課
�
048
―
592
―
5
0
0
5

※
い
ず
れ
も
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
、
午

前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
15
分

内
容
▼
「
が
ん
の
最
新
治
療
と
ト
ピ
ッ

ク
ス
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
、
が
ん
セ
ン
タ

ー
で
行
っ
て
い
る
が
ん
の
最
新
治
療
を
同

セ
ン
タ
ー
の
医
師
が
講
演
し
ま
す
。

と
き
▼
1
月
21
日
㈯
午
後
1
時
〜
4
時

と
こ
ろ
▼
ソ
ニ
ッ
ク
シ
テ
ィ
ホ
ー
ル
棟

4
階
国
際
会
議
室

費
用
▼
無
料

申
込
み
▼
は
が
き
で
、
住
所
・
氏
名
・

電
話
番
号
、
参
加
人
数
を
明
記
の
う
え
、

埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー
事
務
局
へ
。

※
メ
ー
ル
、ま
た
は
同
セ
ン
タ
ー
1
階「
総

合
案
内
」
へ
の
直
接
申
込
み
も
可
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
立
が
ん
セ
ン
タ
ー

（
住
所
�
伊
奈
町
小
室
７８０
、
�
７２２
―
１
１

１
１
、
メ
ー
ル
�n221111@

pref.sa
itam

a.lg.jp

）

桶
川
市
の
西
端
と
な
る
川
田
谷

地
区
、
荒
川
に
ま
た
が
る
太
郎
右

衛
門
橋
か
ら
本
田
航
空
滑
走
路
を

背
に
し
て
北
東
に
目
を
や
る
と
小

高
い
丘
が
見
え
ま
す
。
こ
こ
に
旧

熊
谷
陸
軍
飛
行
学
校
の
ひ
と
つ
で

あ
っ
た
桶
川
分
教
場
が
存
在
し
て

い
ま
し
た
。
こ
の
学
校
の
開
校
は

今
か
ら
お
よ
そ
80
年
前
の
昭
和
12

年
6
月
の
こ
と
で
し
た
が
、
こ
こ

に
は
教
室
棟
や
兵
舎
棟
、
食
堂
棟

な
ど
10
棟
以
上
の
建
物
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
赤
と
ん
ぼ
と
称
さ

れ
た
95
式
1
型
乙
練
習
機
で
の
飛

行
訓
練
は
、
対
岸
の
本
田
航
空
滑

走
路
（
川
島
町
）
付
近
で
行
わ
れ

て
い
ま
し
た
。

桶
川
分
教
場
で
は
下
士
官
操
縦

学
生
な
ど
を
対
象
に
、
航
空
工
学

や
操
縦
技
術
の
基
礎
教
育
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
戦
況
が
悪
化

し
始
め
た
昭
和
20
年
2
月
に
は
閉

校
と
な
り
、
そ
の
後
は
秘
密
裏
に

特
攻
訓
練
が
行
わ
れ
る
場
に
変
わ

っ
て
い
っ
た
の
で
す
。

開
校
か
ら
閉
校
ま
で
の
8
年
間
、

お
よ
そ
1
6
0
0
人
の
学
生
た
ち

が
こ
こ
で
学
び
、
実
践
的
な
訓
練

を
経
て
戦
地
に
赴
き
ま

し
た
。
個
人
の
自
由
や

権
利
に
制
限
が
課
さ
れ

た
時
代
、
こ
の
学
び
舎

は
学
生
た
ち
の
多
様
な

人
間
模
様
を
見
つ
め
、

そ
し
て
彼
ら
を
送
り
出

し
て
い
っ
た
の
で
す
。

戦
後
、
各
地
で
軍
に
関

係
し
た
施
設
や
兵
器
が

破
却
さ
れ
る
な
か
、
奇

跡
的
に
桶
川
分
教
場
は

存
在
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
で
す
。

も
の
つ
く
り
大
学

横
山
研
究
室

対
象
▼
県
内
の
飲
食
店
や
給
食
施
設
な

ど
で
就
業
し
て
い
る
調
理
師

届
出
方
法
▼
平
成
28
年
12
月
31
日
現
在

の
氏
名
、
免
許
番
号
、
従
事
す
る
施
設
名

な
ど
を
1
月
16
日
㈪
ま
で
に
指
定
様
式
で

埼
玉
県
調
理
師
会
へ
。

問
合
せ
�
（
一
社
）
埼
玉
県
調
理
師
会

�
８６２
―
６
４
４
３
、
ま
た
は
県
健
康
長
寿

課
�
８３０
―
３
５
８
５

加納公民館では、利用者の皆さんが使いやすいようにエレベータを
設置します。その工事に伴い、次のとおり加納公民館を休館すること
にしました。
市民の皆様には大変ご迷惑

をお掛けし申し訳ございませ
んが、ご理解のほどよろしく
お願いいたします。
なお、外構などの整備工事

も併せて行うため、一部の部
屋（サークル活動室の予定）はその後も引き続き使用できなくなりま
す。 詳しくは�加納公民館�７２８－１０４０

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

桶川分教場とは１旧桶川飛行学校シリーズ

飛行訓練用元滑走路

現存する
旧学校施設

旧桶川分教場現況航空写真

加納公民館エレベータ設置に伴う休館のお知らせ

3月18日㈯
～6月30日㈮

7月1日㈯
～9月30日㈯

※上記はいずれも予定の期間です。

休館期間

一部の部屋（サークル
活動室）が使用できな
い期間（外構工事期間）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

相談のみは無料

� 048－775－5892
FAX 048－772－0076

司法書士 井口 鈴子（簡裁代理権取得）
〒363－0023 埼玉県桶川市朝日2丁目12番23号

http : //homepage2．nifty.com/asahi-houmu/

相続・遺言・贈与・借金 着手金不要、費用分割可

その他、法律に関するお悩み、まずはご相談下さい。

遺言のおすすめ…子供がいない。特定の子供に財産を
あげたい。離婚により前妻の子がいる。等々…

【要予約】平日 9：00～17：00
（12：00～13：00除く）

予約により、土、日、祭日の面談可

朝日司法
書士総合法務事務所

第第８８４４回回埼埼玉玉県県
駅駅伝伝競競走走大大会会開開催催にに
伴伴うう交交通通規規制制ににつついいてて
駅伝大会開催による交通規制が

実施されます。
市民の皆様には大変ご迷惑をお

掛けいたしますが、ご協力をお願
いします。

う

なお、交通規制・迂回につきま
しては、現場の警察官や交通指導
員などの指示に従ってください。
とき�２月５日㈰
男子 午前８時３０分（さいたま

新都心駅前）出発
女子 午前９時３０分（鴻巣駅東

口付近・エルミこうのす
横）出発

選手（桶川）通過予定時間�
午前９時１０分～３０分頃

（男子のみ）
ところ�中山道
※応援をする人は、徒歩・自転車
などでお越しください。

問合せ�埼玉県駅伝競走大会実行
委員会（県スポーツ振興課内）
�８３０－６９５３

桶川市携帯版公式サイト桶川市ホームページアドレス
http://www.city.okegawa.lg.jp/mobilehttp://www.city.okegawa.lg.jp

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

情報ステーション
OKEGAWA Information Station

桶川市保健 �786―1855
センター �786―0096

桶川市役所 �786―3211（代表）
桶川市教育委員会 �786―9866
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放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
嘱
託
支
援
員（
放

課
後
児
童
支
援
員
）
を
募
集
し
ま
す

皆
様
の
善
意

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
で
4
月
1
日
か
ら

勤
務
で
き
る
嘱
託
支
援
員
を
募
集
し
ま
す
。

試
験
日
▼
1
月
30
日
㈪
午
前
9
時
か
ら

試
験
会
場
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

試
験
方
法
▼
作
文
お
よ
び
面
接

募
集
人
員
▼
4
人
程
度

申
込
資
格
▼
昭
和
33
年
4
月
2
日
以
降

に
生
ま
れ
た
人

申
込
み
▼
1
月
26
日
㈭
ま
で
に
、
履
歴

書
お
よ
び
資
格
証
の
写
し
（
見
込
証
明
書

な
ど
の
原
本
）
ま
た
は
卒
業
証
明
書
（
見

込
み
証
明
書
な
ど
の
原
本
）
を
保
育
課
へ

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
�
保
育
課

次
の
方
々
か
ら
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

内
田
紀
成

様

書
籍

11
冊

箏
曲
愛
好
会

様

箏

2
面

詳
し
く
は
�
教
育
総
務
課

1月 の無料相談 ●桶川市役所・教育委員会／�786－3211�786－9866
●社会福祉協議会／�728－2221�728－2313

相 談 相談員 相 談 内 容 と き と こ ろ 問 合 せ

法律相談（予約制） 弁 護 士 相隣、金銭・賃貸借、離婚・相続などの法
律全般についての相談

6日㈮・13日㈮・27日㈮
14：00～17：00
21日㈯9：00～12：00
2月3日㈮・10日㈮・24日㈮
14：00～17：00
18日㈯9：00～12：00

仮設庁舎相談室

秘書広報課

司法書士法律相談（予約制） 司法書士 相続、遺言、名義変更、会社設立登記、成
年後見、少額民事訴訟（債務整理）等の相談

12日㈭ ※次回は2月9日㈭
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

行政書士相談（予約制） 行政書士 成年後見制度、相続、各種契約書、内容証
明、会社設立などの手続きの相談

10日㈫ ※次回は2月1日㈬
13：00～16：00 仮設庁舎相談室

税務相談（予約制） 税 理 士 相続税や贈与税、その他税金についての相
談 25日㈬13：00～16：00 仮設庁舎相談室

住 宅 相 談 建設団体
の相談員

住宅の新築、増改築、修繕、工事、耐震な
どの相談 21日㈯9：00～12：00 仮設庁舎201会議室

電話でも可 �786－3211

マンション管理相談（予約制） マンション
管 理 士

マンション管理組合に関することや近隣問
題についての相談 25日㈬10：00～12：00 仮設庁舎相談室

行 政 相 談 行 政
相談委員

国や県、公団・公社等への要望や苦情につ
いての相談

13日㈮ ※次回は2月10日㈮
10：00～12：00 仮設庁舎相談室

多 重 債 務 相 談 市 役 所
職 員

消費者金融等からの借金返済などに困って
いる方の相談 随時 仮設庁舎相談室

直通�786－3450

暴力団被害相談（予約制） 上尾警察署
職 員

暴力団により被害を受けたり、困っている
ことについての相談 随時 仮設庁舎相談室 安心安全課

女性相談（予約制） 県外の専門
カウンセラー 女性のためのなんでも相談 16日㈪、30日㈪10：00～16：00 仮設庁舎相談室

人権・男女共同
参画課人 権 相 談 人権擁護

委 員
悩みごと・離婚問題・子どものいじめなど
の日常生活でお困りのことの相談 10日㈫9：00～12：00 地域福祉活動センター3階

内 職 相 談 内 職
相 談 員 内職に関する相談・案内 毎週水曜日・金曜日（祝日を除く）

10：00～15：00（12：00～13：00を除く）
東部区画整理推進事務所
直通�729－0001（水・金曜日） 産業観光課

消 費 生 活 相 談 消費生活
相 談 員

消費者トラブルや苦情など、消費生活全般
についての相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
10：00～15：30（12：00～13：00を除く）

仮設庁舎2階
電話でも可 �786－3211 自治文化課

こどもと家庭なんでも相談 家庭児童
相 談 員

子どもたち自身や親からの、家庭・幼稚園・
学校などでの悩みや子育ての相談

毎週火曜日・木曜日（祝日を除く）
10：00～16：00

駅前子育て支援センター
電話でも可 直通�777－7708 こども支援課

こどものことばや運動面 専 門
相 談 員 未就学児の発達についての相談 事前に電話で申し込み、日程調

整して決定
児童発達支援センター分室
�787－5562

児童発達支援
センター分室

教 育 相 談 専 門
相 談 員

子どもの教育やしつけについての悩みごと
の相談

毎週月～金曜日（祝日を除く）
9：15～16：30

桶川市教育センター
直通�786－3237

教育委員会学校
支援課

心 配 ご と 相 談 民生委員 さまざまな心配ごとの相談 毎週土曜日（祝日を除く）
13：00～15：00

地域福祉活動センター
直通�728－2369 社会福祉協議会

※上記相談外での個別相談は、相談料が発生する場合があります。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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駅
川
桶

健 康
ステーション

Health Station
旧
中
山
道

駅
西
口
公
園

��������������������������
�����������������������

健康増進課
（保健センター内）

�786-1855
�786-0096

こどもの
健康診査

種 別 と き ところ 受付時間 内 容

４か月児健診 １月１３日㈮ 保健
センター １３：１５～１４：１０

診察、身体計測、育児相談、離乳食相談・
試食、絵本コーナー
持ち物母子健康手帳・健診票

７か月児・
１０か月児相談

〈高崎線東側〉
１月１７日㈫
２月７日㈫

母子健康
センター

９：３０～１０：３０

保健師による身体観察、身体計測、育児相談、
栄養士による離乳食相談
※対象児は、７か月児と１０か月児です。
高崎線を挟んで、東側は母子健康センタ
ー、西側は保健センターで行います。
その他、電話にてご相談ください。

持ち物母子健康手帳

〈高崎線西側〉
１月１６日㈪
２月１３日㈪

保健
センター

１歳６か月児健診
（個別通知あり） １月２５日㈬

母子健康
センター １３：１５～１４：１０

内科・歯科診察、歯科指導、身体計測、親子
遊び、育児・幼児食相談、発達・心理相談
持ち物母子健康手帳・問診票

３歳３か月児健診
（個別通知あり） １月２０日㈮

保健
センター １３：１５～１４：１０

内科・歯科診察、身体計測、
育児・幼児食相談、発達・心理相談
持ち物母子健康手帳・問診票

フッ素塗布 １月３０日㈪ 保健
センター

１回目
１３：３０～１４：００
２回目以降
１４：００～１４：３０

１歳６か月児健診終了児、６か月ごとに塗布します。
持ち物母子健康手帳
問合せ�口腔保健センター（北足立歯科医師会）

�048－596－0275

母子健康
相 談

種 別 と き ところ 受付時間 対象者および内容 定員

マタニティ
クラス
《要予約》

１月１２日㈭
１０：３０～１３：００

保
健
セ
ン
タ
ー

１０：１５～１０：３０

妊娠１６～２８週の妊婦（夫も可）
簡単クッキング、妊娠中の食事や過
ごし方などについて、その他交流会
持ち物母子健康手帳、エプロン、

三角きん、ふきん、筆記用具

１５人

１月１６日㈪
１３：３０～１６：００ １３：１５～１３：３０

妊娠２０～３１週の妊婦（夫も可）
妊娠経過や出産のこと、その他交流会
持ち物母子健康手帳、筆記用具

１５人

パパママ体験
クラス
《要予約》

１月１４日㈯
２月４日㈯
１０：００～１２：００

９：４５～１０：００

妊娠２４～３６週の妊婦と夫
（祖父母になられる方歓迎）
赤ちゃんのお風呂の入れ方、保育について
持ち物母子健康手帳、筆記用具

９組

赤ちゃん
サロン

１月１２日㈭
２月２日㈭
１０：００～１２：００

１０：００～１１：１５

２～６か月児と保護者
ママ達の仲間づくり、交流の場とし
てご利用ください。
持ち物母子健康手帳

なし

注1）母子健康相談については、実施日の1週間前までに電話で申し込みください。また、効果的に参加していただ
くため、対象となる乳児以外の小さなお子様を連れての参加は、ご遠慮ください。

注2）母子健康相談の対象となる乳幼児用のおむつ・調乳用のお湯などは、各自で持参ください。

おとなの
健康相談

種 別 とき ところ 受付時間 対象者および内容

お立ち寄り
健康相談

１月１０日㈫ 保健センター ９：３０～１１：００

対象成人
内容血圧測定、生活習慣病予防・

バランスの良い食事のとり方な
どの相談

※気軽にお立ち寄りください！
※奇数月のみの開催になります。

※保健センターの駐車場は、数に限りがあります。ご了承ください。

ちょっと
気軽に
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申込み
問合せ

健康増進課（保健センター内）（〒363－0024 鴨川1－4－1）Health Station

食
生
活
改
善
推
進
員
協
議
会

生
活
習
慣
病
予
防
料
理
教
室

い
つ
ま
で
も
健
康
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
、

ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
が
と
っ
て
お
き
の
メ
ニ
ュ

ー
を
教
え
ま
す
。

と
き
▼
1
月
24
日
㈫
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
1
時

と
こ
ろ
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
市
内
在
住
の
人

定
員
▼
25
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
500
円
（
保
険
代
、
材
料
費
一
部

負
担
）

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
・
ふ
き
ん
・
手
拭
き
タ
オ
ル

主
催
▼
桶
川
市
食
生
活
改
善
推
進
員
協

議
会
（
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
）

申
込
み
▼
1
月
5
日
㈭
午
前
9
時
か
ら

電
話
ま
た
は
、
直
接
、
健
康
増
進
課
へ
。

健
康
長
寿
！

オ
ケ
ち
ゃ
ん
キ
ッ
チ
ン

美
味
し
く
ヘ
ル
シ
ー

な「
健
康
長
寿
食
」と
健

康
長
寿
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
座
で
、
あ
な
た
も

健
康
達
人
！

と
き
▼
1
月
27
日
㈮
午
前
9
時
30
分
〜

午
後
1
時

と
こ
ろ
▼
保
健
セ
ン
タ
ー

内
容
▼
健
康
長
寿
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
と
調
理
実
習

対
象
▼
市
内
在
住
の
人

定
員
▼
25
人
【
先
着
順
】

費
用
▼
300
円
（
保
険
代
、
材
料
費
一
部

負
担
）

持
ち
物
▼
筆
記
用
具
・
エ
プ
ロ
ン
・
三

角
巾
・
ふ
き
ん
・
手
拭
き
タ
オ
ル

申
込
み
▼
1
月
5
日
㈭
午
前
9
時
か
ら

電
話
ま
た
は
、
直
接
、
健
康
増
進
課
へ
。

Let’s

ト
ラ
イ

新
春
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

（
西
側
９
㎞
コ
ー
ス
）

と
き
▼
1
月
12
日
㈭
午
前
8
時
に
城
山

公
園
管
理
事
務
所
前
集
合

※
午
前
11
時
30
分
頃
解
散
予
定
（
小
雨
決

行
）コ

ー
ス
▼
城
山
公
園
〜
知
足
院
〜
諏
訪

神
社
〜
普
門
寺
〜
は
に
わ
の
里
（
八
幡
神

社
往
復
）
〜
原
山
古
墳
〜
城
山
公
園

持
ち
物
▼
飲
み
物
・
雨
具
・
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
に
適
し
た
服
装
・
履
き
な
れ
た
靴

費
用
▼
100
円
（
保
険
代
）
※
当
日
集
金

し
ま
す
。

定
員
▼
市
民
30
人
【
先
着
順
】

申
込
み
▼
1
月
4
日
㈬
〜
10
日
㈫
ま
で

に
電
話
ま
た
は
直
接
、
健
康
増
進
課
へ
。

主
催
▼
桶
川
市
健
康
づ
く
り
市
民
会
議

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
部
会

小
児
の
お
た
ふ
く
か
ぜ
は
、
70
％
の

じ

か
せ
ん

人
に
耳
下
腺
の
腫
れ
や
痛
み
が
生
じ
ま

す
が
、
30
％
は
、
自
覚
症
状
に
乏
し
い

ふ

け
ん
せ
い
か
ん
せ
ん

じ

か

せ
ん

は

不
顕
性
感
染（
耳
下
腺
が
腫
れ
ず
に
す

む
）で
す
。
不
顕
性
感
染
者
か
ら
も
ウ

イ
ル
ス
が
分
離
さ
れ
、
発
症
前
の
潜
伏

期
間
後
半
も
含
め
て
、
人
に
感
染
し
ま

か
く
り

す
。
隔
離
な
ど
に
よ
る
流
行
の
拡
大
阻

止
に
は
限
界
が
あ
り
、
流
行
へ
の
対
策

は
、
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予
防
が
中
心
と

な
り
ま
す
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
は
全
身
感
染
症
で
、

ず
い
ま
く

す
い

難
聴
や
無
菌
性
髄
膜
炎
、
脳
炎
、
膵
炎
、

こ
う
が
ん

精
巣
炎
（
睾
丸
炎
）、
卵
巣
炎
な
ど
の

合
併
症
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
が
起
こ
す
難
聴
（
ム

ン
プ
ス
難
聴
）
の
特
徴
は
、

・
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
発
症
4
日
前
か
ら

発
症
18
日
後
の
間
に
起
こ
る

・
片
側
の
耳
が
ほ
と
ん
ど
聞
こ
え
な
く

な
る

・
有
効
な
治
療
法
が
な
く
、
自
然
治
癒

が
難
し
い

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

5
〜
9
歳
の
患
者
に
発
症
し
や
す
く
、

後
天
性
難
聴
の
原
因
の
第
1
位
に
な
っ

て
い
ま
す
。

ム
ン
プ
ス
難
聴
が
起
こ
る
の
は
、
千

人
に
1
人
の
割
合
で
す
。
ム
ン
プ
ス
難

聴
で
は
、
重
度
に
な
る
と
聴
力
が
急
激

に
低
下
し
、
高
い
音
が
聞
き
取
り
に
く

く
な
り
ま
す
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

と
き
に
、
難
聴
に
な
っ
て
い
な
い
か
調

べ
る
方
法
と
し
て
、
耳
元
で
の
「
指
こ

す
り
」
が
あ
り
ま
す
。「
指
こ
す
り
」

は
、
高
い
音
域
の
小
さ
な
音
で
す
。「
指

こ
す
り
」
で
聴
力
の
低
下
が
み
ら
れ
た

ら
、
耳
鼻
科
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

お
た
ふ
く
か
ぜ
は
、
大
人
に
な
っ
て

発
症
す
る
と
症
状
が
強
く
出
ま
す
。
男

性
の
場
合
、
精
巣
炎
（
睾
丸
炎
）
に
よ

り
男
性
不
妊
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

特
別
な
治
療
法
の
な
い
お
た
ふ
く
か
ぜ

に
と
っ
て
、
ワ
ク
チ
ン
は
唯
一
の
防
衛

手
段
で
す
。
我
が
国
で
は
、
お
た
ふ
く

か
ぜ
ワ
ク
チ
ン
の
接
種
率
が
30
％
台
と

低
く
、
年
中
ど
こ
か
で
お
た
ふ
く
か
ぜ

が
流
行
し
て
い
ま
す
。

「
お
た
ふ
く
か
ぜ
に
自
然
に
か
か
れ

ば
よ
い
」
と
の
認
識
を
改
め
、
ワ
ク
チ

ン
を
1
歳
時
と
就
学
前
の
2
回
、
接
種

す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

（
一
社
）
桶
川
北
本
伊
奈
地
区
医
師
会

油
断
で
き
な
い
お
た
ふ
く
か
ぜ

�786-1855／�786-0096
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おけがわイベント
情報局

人権教育・啓発講演会
市では、平成6年に「人権尊重都市宣言」を行い、“差別をなくし、明るいまちづ
くり”を進めています。今年度は、社会学者・詩人の水無田気流さんを講師に招き、
女性の社会進出（現状・課題・展望）について講演を行います。
講 演�主題：「居場所」のない男、「時間」がない女

～男女が協業しやすい社会のために～
と き�1月31日㈫午後2時～4時（講演時間80分）
ところ�東公民館 費 用�無料
主 催�桶川市、桶川市教育委員会

桶川市人権教育推進協議会
申込み�不要 詳しくは�生涯学習文化財課または人権・男女共同参画課

生涯学習文化財課、人権・男女共同参画課�７８６－３２１１（代表）

「手をつなごうPTAべに花講演会」
子どもは「家庭の宝」「地域の宝」そして「桶川市の宝」でもありま
す。子どものよりよい成長には、私たち大人が心を豊かにし、子育てを
することが大切です。

【講 演】
「夢をかなえるために」
①ななめ４５°
②冨永 哲

【参加団体】
①桶川高校ダンス部・合唱同好会・吹奏楽部
②桶川西高校科学部・美術部
③加納中学校吹奏楽部

と き�１月１４日㈯午後１時～４時３０分（午後０時３０分開場）
ところ�市民ホール 費 用�無料
主 催�桶川高校PTA・後援会、桶川西高校PTA・後援会

桶川市PTA連合会、桶川市教育委員会
申込み�不要 ※小さなお子さんを連れて参加の場合は、親子室が利用でき

ます。
※手話通訳と要約筆記もあります。

詳しくは�生涯学習文化財課

講師プロフィール
○ななめ４５°（お笑いトリオ）
ホリプログループのホリプロコム所
属。メンバーは、土谷隼人（桶川市）、
岡安章介（桶川市）、下池輝明（川
口市）
○冨永 哲
株式会社「東京義賊」代表取締役。
大道芸パフォーマンスの実施、運営。
イベントの企画、制作、請負および
運営。大道芸、パフォーマンス関連
商品の企画、開発、輸入、制作およ
び販売などを行っている。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

み なし た き りう

水無田気流さん
（社会学者・詩人）プロフィール
１９７０年生まれ。社会学者、
詩人、國學院大学経済学部
教授。著書に『無頼化した
女たち』『シングルマザー
の貧困』『「居場所」のない
男、「時間」がない女』など
のほか、詩集「音速平和」
（中原中也賞）「Z境」（晩
翠賞）を出版。そのほか、
「NEWS WEB」「朝まで生
テレビ」などメディアでも
活躍中。

市内中高生のステージ発表、
演奏、作品展でエネルギー
を充電！

それぞれの得意分野（お笑い・大道芸）
のパフォーマンスとともに、自身の体験、
夢をかなえるためにどんな努力があった
のか、などを語ります。
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巨
大
!!
サ
イ
コ
ロ
ゲ
ー
ム

〜
サ
イ
コ
ロ
振
っ
て
マ
ス
を
決
め
ろ
!!

チ
ー
ム
で
移
動
し
ゲ
ー
ム
ス
タ
ー
ト
！

い
ろ
い
ろ
な
ゲ
ー
ム
で
知
恵
を
し
ぼ
っ

て
１
位
を
目
指
せ
!!
〜

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
公
開
講
座

こ
の
ゆ
び
と
ま
れ
主
催
事
業

ミ
ニ
バ
レ
ー
お
や
こ
体
験

（
か
ぞ
く
で
楽
し
く
あ
そ
ぼ
〜
よ
）

と
き
▼
2
月
26
日
㈰
午
前
10
時
30
分
集

合
、
午
後
4
時
解
散
※
雨
天
決
行

と
こ
ろ
▼
県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
体

育
館
（
伊
奈
町
内
宿
台
6
―
26
）

対
象
▼
桶
川
市
・
上
尾
市
・
北
本
市
・

鴻
巣
市
・
伊
奈
町
に
在
住
の
小
学
3
〜
6

年
生

定
員
▼
30
人
【
多
数
抽
選
】

費
用
▼
100
円
（
保
険
代
込
）

※
駐
車
場
利
用
の
場
合
は
別
途
駐
車
料
金

持
ち
物
▼
弁
当
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル
、

上
履
き
、
筆
記
用
具
、
動
き
や
す
い
服
装

申
込
み
▼
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名（
ふ

り
が
な
）、
電
話
番
号
、
生
年
月
日
、
小

学
校
名
、
学
年
、
性
別
を
記
入
の
う
え
、

1
月
27
日
㈮
ま
で
に
、
メ
ー
ル
（kenou.

soudanin@
gm
ail.com

）で
埼
玉
県
青
少

年
相
談
員
県
央
地
区
連
絡
協
議
会
へ
。
受

付
後
3
日
以
内
に
確
認
メ
ー
ル
を
送
り
ま

す
。
※
抽
選
結
果
は
、
2
月
10
日
㈮
ま
で

に
メ
ー
ル
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ
�
埼
玉
県
青
少
年
相
談
員
県
央

地
区
連
絡
協
議
会
会
長
・
秋
山
�
０８０
―
５

０
４
１
―
５
９
４
４

桶
川
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
と
桶
川

市
区
長
会
の
共
催
で
、
公
開
講
座
を
実
施

し
ま
す
。
ご
家
族
や
ご
近
所
と
の
ふ
れ
あ

い
か
ら
生
ま
れ
る
幸
せ
に
つ
い
て
一
緒
に

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

内
容
▼
講
演
�
「
朗
ら
か
に
生
き
る
」

〜
私
も
あ
な
た
も
み
ん
な
幸
せ
〜

講
師
�
加
藤
美
智
子
さ
ん
（
元
泉
保
育
園

長
）事

例
発
表
▼
泉
二
丁
目
町
会
の
活
動
、

青
少
年
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、
川
田
谷
合
宿

通
学ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
▼
ウ
ク
レ
レ
エ
コ
ー

ズ
に
よ
る
演
奏

と
き
▼
2
月
4
日
㈯
午
前
10
時
か
ら

（
午
前
9
時
30
分
開
場
）

と
こ
ろ
▼
市
民
ホ
ー
ル

費
用
▼
無
料

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課

と
き
▼
2
月
19
日
㈰
午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分

と
こ
ろ
▼
サ
ン
・
ア
リ
ー
ナ

対
象
▼
小
学
生
の
家
族

定
員
▼
16
組
32
人

費
用
▼
1
人
200
円
（
会
場
使
用
料
、
ボ

ー
ル
代
、
保
険
代
）

持
ち
物
▼
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
体
育
館
シ

ュ
ー
ズ
、
飲
み
物

申
込
み
▼
往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏

名
（
ふ
り
が
な
）・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番

号
・
返
信
用
宛
名
・
ミ
ニ
バ
レ
ー
と
記
入

の
う
え
、
2
月
7
日
㈫
《
必
着
》
ま
で
に
、

新
谷
眞
知
子
（
〒
363
―
0017
西
2
―
6
―
51

―
405
）
へ
。

問
合
せ
�
新
谷
☎
７７７
―
２
０
５
８

日出谷子育て支援センター�７８９－２５８１
駅前子育て支援センター�７７４－９９７９生涯学習文化財課、自治文化課�７８６－３２１１（代表）

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

に ほん ご きょうしつ あん ない

日本語教室のご案内
がつ にち がつ にち ぜん かい まいしゅうもく よう び ご ご じ じ ふん

と き�１月１２日～３月２３日（全１１回）毎週木曜日午後７時～８時３０分
おけがわこう みん かん ひ よう む りょう たいしょう に ほん ご まな がい こく じん

ところ�桶川公民館 費用�無料 対象�日本語を学びたい外国人
しゅさい おけ がわ に ほん ご とも かい きょうさい おけ がわ し

主催�桶川日本語友の会 共催�桶川市
くわ じ ち ぶん か か

詳しくは�自治文化課
※外国人に日本語を教えていただけるボランティアスタッフを募集します。日
本語指導の経験は問いません。外国人との交流に興味のある人はぜひご参加
ください。見学だけでも歓迎です。もし、知り合いに日本語を学びたい外国
人がいましたら、この教室のことをお知らせください。

「怒りたくないけど…」「ほめて育てるっていうけれど、
どうすればいいの…」伝え方のヒントを学びます。
と き�１月２０日㈮午前１０時～１１時３０分
ところ�駅前子育て支援センター
対 象�市内在住の２歳児以上の保護者（保育あり）
定 員�８組【先着順】
講 師�家庭児童相談員（そだれんトレーナー資格取得者）
申込み�１月１０日㈫午前１０時から電話または直接、駅前子

育て支援センターへ。

子育て練習講座「そだれん」ダイジェスト版
～～子子どどももにに伝伝わわるる、、

ほほめめ方方・・ししかかりり方方～～

～公立保育所地域子育て支援事業～
ああそそぼぼうう会会とと園園庭庭開開放放ののおお知知ららせせ

保育所
鴨川、坂田
北、日出谷

実施日
１１日㈬
１８日㈬

あそぼう会１月
「お正月あそび」

保育所
北
日出谷
鴨川
坂田

実施日
１０日㈫
２４日㈫
２５日㈬

１７㈫・２５日㈬

園庭開放
※雨天中止

時 間�午前9時30分～11時 費 用�無料
対 象�乳幼児（未就学児）とその保護者
持ち物�着替え、タオル、飲み物
申込み�不要。なるべく自転車、徒歩でお越しください。
※子育て相談も実施しています。

鴨川保育所�786－1437 日出谷保育所�787－0593
坂田保育所�728－4653 北保育所�771－2014

巨大迷宮からの脱出～段ボール迷路作り～
ようこそ。桶川には太古の昔から、それはそれは複雑怪奇な

迷宮があったそうです⁉さぁ、あなたはこの迷宮から脱出でき
るのか。
と き�2月19日㈰午後0時45分集合～5時解散
ところ�サン・アリーナ
対 象�小学3～6年生 定 員�30人【多数抽選】
費 用�100円（保険代込）※当日集金
持ち物�上履き、飲み物
申込み�往復はがきに、郵便番号・住所・氏名（ふりがな）・

性別・生年月日・小学校名・学年・電話番号を記入の
うえ、1月31日㈫《必着》で生涯学習文化財課「巨大
迷路係」（〒363－8501住所記入不要）へ。
※結果は2月7日㈫までにお知らせします。

主 催�桶川市青少年相談員協議会

青青少少年年相相談談員員ををややっっててみみまませせんんかか
地域の子どもたちの「お兄さん、お姉さん」役をする青少年

ボランティアです。現在、市内では20人が委嘱を受けており、
サマーキャンプや、子ども会でのレクリエーション活動、相談
員同士の研修や交流会などの活動を行っています。子どもが好
きな人、ボランティア活動に興味の
ある人、連絡をお待ちしています。
応募資格�
18歳（高校生を除く）以上36歳以
下の市内在住・在勤の人

詳しくは�生涯学習文化財課

☆移動サロンのお知らせ☆
～～獅獅子子舞舞ががややっっててききまますす!!!!～～
内 容�獅子舞おどり、手あそび、うた、情報交

換など（管理栄養士さんによる栄養相談
もあります）

と き�1月13日㈮午前10時30分～正午
ところ�下日出谷自治会館
対 象�市内在住の乳幼児と

その保護者
費 用�無料
申込み�不要
詳しくは�日出谷子育て

支援センター

「子育て講座★ベビーソフトヨガ」
～気持ちも身体もしなやかに、

ママと一緒に愛情ストレッチ～

と き�１月２５日㈬午前１０時３０分～１１時３０分
ところ�日出谷子育て支援センター
対 象�市内在住で実施日に生後７か月～

１歳６か月のお子さんとその保護者
定 員�１０組※初めての人限定 費 用�無料
講 師�福田千恵さん（ベビーマッサージ協会所

属、ベビーマッサージ＆ソフトヨガ講師）
持ち物�バスタオル、おむつ、飲み物
申込み�１月１６日㈪午前１０時から、電話または直

接、日出谷子育て支援センターへ。

日出谷保育所の節分に行ってみよう!
～親子で節分行事を楽しみましょう～

内 容�節分あそび、情報交換など
と き�2月3日㈮午前9時30分～11時
ところ�日出谷保育所、日出谷子育て支援センター
対 象�市内在住の2歳以上のお子さんとその保

護者7組【先着順】
費 用�無料
申込み�1月23日㈪午前10時から電話または直接、

日出谷子育て支援センターへ。

▲サマーキャンプの様子
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認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座

「
も
の
忘
れ
ん
教
室
」
の

お
知
ら
せ

�������������������

������������

�����������������������

�����������������������

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、
認
知
症
と

い
う
病
気
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の

人
と
そ
の
家
族
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
い

き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
支
え
る
応
援
者
の
こ
と
で
す
。

講
座
修
了
後
に
は
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

の
証
「
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
」
を
お
渡
し
し

ま
す
。

と
き
▼
1
月
21
日
㈯
午
後
1
時
30
分
〜

3
時
（
午
後
1
時
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
市
民
ホ
ー
ル

定
員
▼
30
人

申
込
み
▼
1
月
17
日
㈫
ま
で
に
電
話
で
、

主
催
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
ル
ー

エ
ハ
イ
ム
」
�
789
―
2
1
2
1
へ
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

認
知
症
予
防
に
は
、
認
知
症
に
な
り
に

く
い
生
活
習
慣
を
心
が
け
る
も
の
と
、
認

知
症
で
落
ち
る
能
力
を
簡
単
な
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
鍛
え
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

ら
を
長
く
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
認
知
症

を
発
症
せ
ず
に
過
ご
せ
た
り
、
認
知
症
に

な
る
時
期
を
遅
ら
せ
た
り
で
き
る
可
能
性

が
高
ま
り
ま
す
。
脳
を
活
性
化
し
て
、
楽

し
く
認
知
症
予
防
に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

内
容
▼
認
知
症
予
防
の
た
め
の
体
操
・

講
話
な
ど

日
程
▼
2
月
7
日
〜
3
月
7
日
（
毎
週

火
曜
日
・
全
5
回
）
午
後
2
時
〜
3
時
30

分
（
午
後
1
時
30
分
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
農
業
セ
ン
タ
ー

対
象
▼
65
歳
以
上
の
市
民

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】

※
初
め
て
の
人
を
優
先
し
ま
す
。

持
ち
物
▼
タ
オ
ル
、
飲
み
物

申
込
み
▼
1
月
6
日
㈮
午
前
9
時
か
ら

電
話
で
、
高
齢
介
護
課
へ
。

※
で
き
る
だ
け
全
日
程
、
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

詳
し
く
は
�
高
齢
介
護
課

川田谷公民館�７８６－４０３３（月曜休）高齢介護課�７８６－３２１１（代表）

第２５弾記念 年年初初めめ親親子子婚婚活活
親の目から見ても安心できる婚活を目指していま

す‼２５回目記念として、結婚の確率をよりアップさ
せるために女性は親（近親者）の同伴を条件として
企画しました。さくらフレンドの結婚活動がどのよ
うに行われているかを親や身内の人に知っていただ
く良い機会と思っています。多くの人に参加しても
らい、「幸せ」をゲットして欲しいです。
と き�1月29日㈰午前9時～午後5時

（午前8時50分集合）
ところ�さくらフレンド（勤労青少年ホーム）
対 象�独身男性27～37歳

独身女性25～37歳およびその親（近親者）
※本人確認できるものの提示や、簡単な面
談をする場合もあります。

定 員�男女各10人【先着順】
費 用�1，700円（弁当代、保険代など）

※同伴者は1，500円
持ち物�体育室用運動靴、筆記用具
申込み�1月15日㈰～21日㈯午前9時～午後9時に、

代金を添えて参加する本人か身内の人が直
接さくらフレンド（末広3－19－8）へ。
※電話での申込みは不可

問合せ�さくらフレンド�７２８－３３９３

郷郷土土料料理理研研究究会会
～地域に伝わる行事食～

川田谷地区に伝わる季節や行事にちなんだ行事食
から、食べ継がれてきた郷土料理と食文化を学ぶ。

ところ�川田谷生涯学習センター
定 員�２０人【先着順】
費 用�３５０円（保険代込）
持ち物�エプロン、三角巾、筆記用具
講 師�高栁啓子さん（郷土料理すみれ）
申込み�第３回は１月５日㈭（第４回は２月３日㈮から）

午前９時から電話または直接、川田谷公民館へ。

内 容

旧正月 ～寒餅～
明治時代に太陰暦から太陽暦に暦
が改変されましたが、農村地区で
は月遅れといって、最近まで２月
を正月としていました。

雛まつり ～草餅～
桃の節句は、草餅の節句ともいわ
れ、厄よけの意味の強い雛まつり
に、魔よけの意味を持つよもぎ餅
が好んで食べられてきました。

日 時

２月３日㈮
午前９時３０分
～午後２時

３月１０日㈮
午前９時３０分
～午後２時

第
３
回

第
４
回

ババラランンススボボーールル講講座座 ～部屋の隅っこに転がっていませんか？～
きた

バランスボールで体幹を鍛え、普段使
われない筋肉を動かして、基礎代謝を上
げることができます。

時 間�午前9時30分～11時
定 員�各15人【先着順】
費 用�無料
持ち物�運動しやすい服装、タオル、飲み物
講 師�武山絵里さん

問合せ・申込み

１月１７日㈫から
電話または直接
桶川公民館
�７７２－３８８８へ。

ところ

川田谷公民館

加納公民館

桶川公民館

東公民館

と き

２月１７日㈮

２月２４日㈮

３月３日㈮

３月１７日㈮

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

☎048－786－1412
相談無料！！明確な料金で
親身にお世話をします。

あいだ結婚相談室

結婚しましょう!!

元公務員の相談室
代表　会田和夫

 桶川市下日出谷西2－13－1

女性と公務員多数在籍!!

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

対象�65歳以上の人 費用�無料 申込み�不要
持ち物�タオル、飲み物、動きやすい服装・靴
※すべての日程に参加できない人も参加できます。

内容・注意事項
オケちゃん健康体操、玄米にぎにぎ体操、バルーン体操、脳トレなど
※「中山道ふれあい館」か「ハートランド」のどちらかを選ん
でください。タオルを使用した体操を行うので必ず持参して
ください。玄米にぎにぎ棒をお持ちの人は持参してください。

問合せ�地域包括支援センター「ハートランド」（坂田１７２５）�７７７－７０５５

内容

健康に関するお話や
体操、ゲームなど

問合せ�地域包括支援センター「ルーエハイム」（泉１－２－５）�７８９－２１２１

内容・注意事項
転倒予防体操、ボール体操、ストレッ
チ体操、頭の体操、歌など
※会場は当日、1階ロビーのホワイト
ボードで確認してください。

問合せ�地域包括支援センター「社会福祉協議会」（末広２－８－８）�７２８－２２６５

内容
講話、ストレッチ、コグニサイズ、オケちゃん健
康体操、脳トレ、ゲーム、歌など

問合せ�地域包括支援センター「ねむのき」（川田谷５８３０－１）�７８３－５３１１

と き
午後1時30分～3時（受付：午後1時15分から）

午後1時30分～3時（受付：午後1時15分から）
午後3時15分～4時45分（受付：午後3時から）
※2部制です。どちらかをお選びください。

と き
午前10時～11時30分（受付：午前9時30分から）
午後1時～2時30分（受付：午後0時30分から）
※2部制です。どちらかをお選びください。

と き（受付は開始15分前から）
午後1時30分～3時
※2月14日㈫のみ午前10時～11時30分

と き
午後1時30分～
3時
（受付：午後
1時15分から）

地地域域包包括括支支援援セセンンタターー主主催催
介護予防教室のご案内

1月13日㈮、2月10日㈮
3月10日㈮

1月25日㈬・2月1日㈬
3月29日㈬

1月17日㈫・31日㈫
2月14日㈫・28日㈫
3月14日㈫・28日㈫
1月13日㈮・27日㈮
2月10日㈮・24日㈮
3月10日㈮・24日㈮

1月13日㈮・27日㈮
2月10日㈮・24日㈮
3月10日㈮・24日㈮

1月10日㈫
2月14日㈫
3月14日㈫

ところ
中山道ふれあい館
（南1－8－4）

ハートランド
※室内履き持参

ところ
サン・アリーナ
※室内履き持参

市民ホール

ところ

地域福祉活動
センター

ところ

農業センター

「簿記検定」「銀行業務検定財務3級」対策
■1人～5人の超少人数制 ■講義中の質問も自由
■無料補講制度あり（毎回補講もOK） ■年中無休

塾生
ファースト「堀江ビジネス塾」上尾市弁財1－3－21

�048－716－7307 http : //horie19．com
マイカー通学OK 上尾駅から無料送迎車有（要予約）
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鴻
巣
市

K
onosu

C
ity

フ
ラ
ワ
ー
バ
レ
ン
タ
イ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催

北
本
市

K
itam
oto
C
ity

新
春
「
北
本
七
福
神
め
ぐ
り
」

所在（北本市）

高尾氷川神社
（高尾７－３１）

阿弥陀堂（高尾６－３６６）

須賀神社（荒井１－３５３）

猿田彦大神
（石戸宿４－１１３）

多聞寺（本宿２－３７）

七福神

大黒天
恵比寿
弁財天

布袋尊

寿老人

福禄寿

毘沙門天

内
容
▼
花
贈
り
体
験
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ

ン
ジ
メ
ン
ト
体
験
、
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
カ
ッ

プ
ル
、
こ
う
の
す
観
光
大
使
さ
く
ま
ひ
で

き
さ
ん
・
越
尾
さ
く
ら
さ
ん
に
よ
る
ミ
ニ

ラ
イ
ブ
な
ど

と
き
▼
2
月
11
日
（
土
・
祝
）
午
前
10

時
30
分
〜
午
後
3
時

と
こ
ろ
▼
ウ
ニ
ク
ス
鴻
巣
イ
ベ
ン
ト
広

場
（
鴻
巣
市
北
新
宿
225
―
1
）

申
込
み
・
問
合
せ
�
鴻
巣
市
観
光
戦
略

課
�
０４８
―
５４１
―
１
３
２
１

と
き
▼
1
月
14
日
㈯
午
前
9
時
〜
午
後

3
時と

こ
ろ
▼
七
福
神
各
所
で
マ
ッ
プ
な
ど

を
受
け
取
り
各
自
ス
タ
ー
ト

費
用
▼
無
料

※
七
福
神
各
所
で
の
ご
朱
印
は
300
円

そ
の
他
▼
七
福
神
各
所
の
ス
タ
ン
プ

（
7
か
所
）
を
集
め
た
人
に
、
そ
の
場
で

北
本
七
福
神
め
ぐ
り
「
特
製
手
ぬ
ぐ
い
」

「
特
製
缶
バ
ッ
チ
」
を
プ
レ
ゼ
ン
卜
（
先

着
700
人
）。
高
尾
氷
川
神
社
で
巨
大
お
み

く
じ
が
引
け
ま
す
。

※
小
学
生
以
下
の
参
加
者
は
保
護
者
同
伴

問
合
せ
�
北
本
市
観
光
協
会
�
０４８
―
５９１

―
１
４
７
３

県
民
活
動
総
合
セ
ン
タ
ー
か
ら
の

お
知
ら
せ

シ
ニ
ア
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
入
門
第
3
回

と
き
▼
1
月
10
日
〜
3
月
14
日
（
火

曜
・
全
10
日
）
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

0
時
30
分

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】
※
約
60
歳

以
上
、
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
の
人

費
用
▼
2
0
�
5
0
0
円
（
教
材
費

別
途
1
�
2
9
6
円
）

シ
ニ
ア
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
活
用
第
2
回

と
き
▼
1
月
20
日
〜
3
月
10
日
（
金

曜
・
全
8
日
）
午
前
9
時
30
分
〜
午
後

0
時
30
分

定
員
▼
30
人
【
先
着
順
】
※
約
60
歳

以
上
で
日
常
パ
ソ
コ
ン
を
使
っ
て
い
る

人
費
用
▼
1
8
�5
0
0
円（
教
材
費
込
）

中
高
年
の
た
め
のExcel

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ

と
き
▼
1
月
17
日
〜
3
月
7
日
（
火

曜
・
全
8
日
）
午
後
1
時
30
分
〜
4
時

30
分定

員
▼
30
人
【
先
着
順
】
※
約
40
歳

以
上
でExcel

の
基
本
操
作
を
習
得
し

て
い
る
人

費
用
▼
1
8
�
0
0
0
円
（
教
材
費

別
途
1
�
4
0
0
円
）

申
込
み
・
問
合
せ
▼
電
話
（
728
―
7
1

1
3
）、
来
館
ま
た
は
Ｈ
Ｐ
で
。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥
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－
　　桶川市民ホール　☎ 階受付（チケット）☎
　　さいたま文学館　☎

　　

「
四
季
の
コ
ン
サ
ー
ト

１３
」

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
・

ピ
ア
ノ
に
よ
る
三
重
奏
の
調
べ

利
用
者
懇
談
会
の
お
知
ら
せ

さ
い
た
ま
文
学
館

情
報

開
館
時
間
▼
10
時
〜
17
時
30
分

収
蔵
品
展
と
解
説
講
座

お
話
の
部
屋

幼
児
・
小
学
生
対
象
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
き
▼
3
月
12
日
㈰
午
後
1
時
30
分
開

場
、午
後
2
時
開
演
※
未
就
学
児
入
場
不
可

と
こ
ろ
▼
プ
チ
ホ
ー
ル

出
演
▼
ト
リ
オ
・
プ
リ
マ
ベ
ー
ラ
（
宮

澤
さ
や
か
�
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
小
坂
真
紀

�
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
、魚
住
幸
正
�
ピ
ア
ノ
）

予
定
曲
▼
マ
ヌ
キ
ャ
ン
�
三
重
奏
曲
、

グ
ノ
ー
�
ア
ヴ
ェ
・
マ
リ
ア
、
日
本
の
歌

メ
ド
レ
ー
「
遠
い
あ
の
頃
を
想
っ
て
」、

シ
ョ
パ
ン
�
華
麗
な
る
大
円
舞
曲
ほ
か

費
用
▼
全
席
自
由
一
般
2
�
0
0
0
円
、

高
校
生
以
下
1
�
0
0
0
円
↓
1
月
4
日

㈬
か
ら
チ
ケ
ッ
ト
販
売

市
民
ホ
ー
ル
を
利
用
し
や
す
く
す
る
た

め
、
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
伺
う
会
議
で
す
。

と
き
▼
3
月
3
日
㈮
午
後
1
時
30
分
か

ら
と
こ
ろ
▼
さ
い
た
ま
文
学
館
講
座
室
1

定
員
▼
30
人

申
込
み
▼
1
月
4
日
㈬
か
ら
電
話
で
、

市
民
ホ
ー
ル
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
参
加
で
き
な
い
人
は
、
�
786
―
0
0
6

1
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
ご
意
見

を
お
願
い
し
ま
す
。

内
容
▼
①
収
蔵
品
展「
虚
子
・
か
な
女
・

癖
三
酔
〜
書
と
画
で
楽
し
む
俳
句
〜
」

②
解
説
講
座「
虚
子
・
か
な
女
・
癖
三
酔
」

（
担
当
学
芸
員
に
よ
る
解
説
と
ビ
デ
オ

「
俳
人
長
谷
川
か
な
女
〜
一
菅
の
笛
〜
」

ほ
か
2
本
を
上
映
）

と
き
▼
①
1
月
21
日
㈯
〜
3
月
5
日
㈰

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
30
分
（
入
場
は
午

後
5
時
ま
で
）

②
2
月
4
日
㈯
午
後
2
時
〜
3
時
30
分

と
こ
ろ
▼
①
企
画
展
示
室

②
文
学
ホ
ー
ル
（
定
員
200
人
）

費
用
▼
①
一
般
210
円
、
高
校
・
大
学
生

100
円
※
中
学
生
以
下
と
障
害
者
手
帳
な
ど

を
お
持
ち
の
人
（
介
助
者
1
人
を
含
む
）

は
無
料

②
無
料

申
込
み
▼
②
電
話
で
、
さ
い
た
ま
文
学

館
へ
。

内
容
▼
素
話
・
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・

指
遊
び
・
言
葉
遊
び
・
歌
な
ど

と
き
▼
1
月
14
日
㈯
午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分
（
午
前
10
時
受
付
開
始
）

と
こ
ろ
▼
講
座
室
2

対
象
▼
幼
児
、小
学
生（
保
護
者
も
可
）

定
員
▼
30
人

費
用
▼
無
料

講
師
▼
桶
川
子
ど
も
の
本
の
会

申
込
み
▼
不
要

※
詳
細
は
さ
い
た
ま
文
学
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

桶
川
市
民
ホ
ー
ル

情
報

開
館
時
間
▼
9
時
〜
22
時

催 し 物 と き 内 容

フリーマーケット 第3日曜日
午前9時～午後4時

安くてよい品の展示即売
※出店者募集中！

ふるさと蚤の市 第2日曜日
午前9時～午後4時 古民具・古着などのアンティーク商品の販売

《開講講座》 ※染物教室・陶芸教室・そば打ち教室・うどん打ち教室・木工細工教室・
書道教室の詳細については電話で問い合わせてください。

《イベント＆サービス》

年中行事
「繭玉団子」 1月4日㈬～15日㈰ 小正月の風習として、団子を木の枝にさした「餅

花」を母屋に飾り付けます。

七草がゆの振る舞い 1月7日㈯
午前11時から

先着200人に七草がゆを振る舞います。
数に限りがありますので、無くなり次第終了と
なります。

年中行事
「恵比寿講」 1月14日㈯～20日㈮

11月20日に帰ってきた恵比寿様が働きに出る日。
母屋では商売繁盛を祈念して、恵比寿様と大黒
様をまつります。

第10回
ふるさと再発見講座

1月28日㈯
①午後1時30分～

2時
②午後2時～

3時45分

①民話の発表（民話語りわらしべ・民話の会い
なぼっち） 受講料�無料

②講座「荒川の小石から探る埼玉3億年のおい
たち」本間岳史さん（元埼玉県自然の博物館
長・寄居町）

受講料�600円※中学生以下無料
申込み�不要
共 催�埼玉県民話語り協議会

節分の豆まき
放鷹術披露会

1月29日㈰
豆まき�正午から
放鷹術披露�
午後0時30分から

年の数だけ豆を食べよう！
日本の伝統文化を体感しよう！鷹との記念撮影
もできます。

１月の【休館日】の
お知らせ

1日～3日㈫・10日㈫・
16日㈪・23日㈪・24日㈫・
30日㈪

1日～3日㈫・10日㈫・
16日㈪・23日㈪・30日㈪

さ い た ま 文 学 館
桶 川 市 民 ホ ー ル

べ に 花 ふ る さ と 館

申込時間：
午前9時～午後6時

�729－1611
�727－02551月

2017．13333
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まちの話
題

日日体体大大とと協協定定をを締締結結ししままししたた

「「彩彩のの国国健健康康鉄鉄人人」」にに認認定定さされれままししたた
彩の国健康鉄人は、自ら健康づくりに積極的に取り
組み、健康を維持しているだけでなく、運動や地域活
動などで活躍されている80歳以上の人を埼玉県知事が
認定する取り組みです。今年、桶川市では、3人が認
定され、野本信吉さんと井上晃一さんが認定式に出席
しました。市民の皆さんも、健康でいつまでも元気に
活動し、彩の国健康鉄
人を目指しましょう！
（10月20日 知事公館）
彩の国健康鉄人認定者
井野 勇作さん
井上 晃一さん
野本 信吉さん

解解体体調調査査中中のの旧旧熊熊谷谷陸陸軍軍飛飛行行学学校校
桶桶川川分分教教場場をを一一般般公公開開

建物の文化財的価値や解体調査の手法などについ
ての説明を交えた見学会を開催しました。見学会に
は、子どもから戦争体験者までの幅広い世代が参加
しました。見学者には、解体調査を進める中で、建
設当初の部分と増設された部分が判明してきたこと
などの説明がありました。 （11月19日）

シシェェフフ給給食食

食育活動に力を入れている東小学校で、シェフと給
食調理人、栄養士が協力して調理する「シェフ給食」
が行われました。当日の献立は、彩の国優秀技能者「埼
玉の名工」に選ばれたパレスホテル大宮の毛塚智之シ
ェフが監修。子どもたちは、ひと味違う給食に大喜び
でした。 （11月17日）

「「おおけけががわわススポポーーツツフフェェスステティィババルル
22001166」」開開催催！！

3回目の開催となったスポーツフェスティバル。
今回は、リオパラリンピックの日本代表選手が在籍
する車椅子バスケットボールチーム「埼玉ライオン
ズ」の選手による体験コーナーが設けられました。
参加者は当日、剣道、弓道など各種スポーツを体
験。「オケちゃん」も皆さんと一緒に汗を流しまし
た。 （11月13日 サン・アリーナ）

第第33回回おおけけががわわふふれれんんどどりりーー
フフッットトササルル大大会会結結果果

【ところ】舎人スポーツパーク
【と き】10月23日㈰
【主 催】桶川市教育委員会
【共 催】桶川市スポーツ推進委員連絡協議会
優 勝 元桶中サッカー部

（野口、北山、西本、志塚、脇田、
吉田、橋本、相原、関川）

「「第第1133回回桶桶川川市市消消費費生生活活展展」」がが
開開催催さされれままししたた

市民団体による活動発表や展示のほか、健康チェ
ック、簡単手作りおやつの実演など様々なイベント
が行われ、多くの来場者で賑わいました。

（11月12日 市民活動サポートセンターほか）

過過去去最最高高のの人人出出

「桶川全国ふるさと祭り」は、桶川を活動拠点とする各
県人会が中心となって開催しています。今年は、「茨城県」
のブースが初参加。会場では、15道・県人会による「おも
てなし」がみられました。当日は、ご当地の物産の販売や
ステージイベントで盛り上がりました。

（11月20日 べに花ふるさと館）

第第1122回回 下下日日出出谷谷地地区区合合同同防防災災訓訓練練

この防災訓練は、下日出谷・東観団地・日の出団
地・日出谷団地の4地区の合同防災訓練です。今年
は、約380人が参加。消火器の取扱い、応急救護な
どを学びました。 （11月12日 西小学校校庭）

自自主主防防災災組組織織のの活活性性化化をを図図るる

東公民館を会場に自主防災組織リーダー養成講座を実
施しました。当日は、多くの自主防災組織が参加。図上訓
練においては活発な議論が交わされました。（10月13日）

街街ををききれれいいにに！！
ククリリーーンンおおけけががわわ清清掃掃活活動動

区長会、コミュニティ協議会、市による清掃活動
「クリーンおけがわ」が市内各地区で実施されまし
た。当日は、多くの市民が参加。2，400㎏のごみが
収集されました。 （10月2日）

旧旧熊熊谷谷陸陸軍軍飛飛行行学学校校桶桶川川分分教教場場をを題題材材とと
ししたた紙紙芝芝居居とと新新作作記記録録映映画画ががおお披披露露目目

「NPO法人 旧陸軍桶川飛行学校を語り継ぐ会」と
「紙芝居 やぎさん一座」主催の旧熊谷陸軍飛行学校桶
川分教場を題材とした紙芝居と映画の集いが開催されま

まこと

した。紙芝居を制作した八木実さんは、「戦争の悲惨さ
を知ってもらうため、子どもたちにも見てもらいたい」
と話していました。 （11月20日 べに花ふるさと館）

認定式の様子

学校法人日本体育大学
と桶川市は、「体育・ス
ポーツ振興に関する協
定」を締結しました。今
後、教育や研究、指導員
の派遣、大学生と児童・
生徒との交流事業などへ
の発展が見込まれます。

（11月30日）

泉
2
丁
目
町
会
の
参
加
者

桶桶川川中中学学校校
創創立立7700周周年年記記念念式式典典
桶川中学校が創

立70周年を迎え、
記念式典が執り行
われました。

（11月12日）

桶桶川川小小学学校校
創創立立1100周周年年記記念念式式典典
桶川小学校が

創立10周年を迎
え、記念式典が
執り行われまし
た。（11月19日）
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まちの話題

昔
か
ら
「
遠
く
の
親
戚
よ
り
、
近
く
の
他

人
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
町
会
・
自
治
会

（
区
）
で
は
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た

め
に
、
様
々
な
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
町
会
・

自
治
会
へ
加
入
し
て
「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

と
思
え
る
地
域
づ
く
り
を
し
ま
せ
ん
か
？

町
会
・
自
治
会
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う

市
内
に
は
、
７８
地
区
の
町
会
・
自
治
会
が

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
、
区
長
さ
ん
を

中
心
に
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今

回
は
、若
宮
二
丁
目
町
会
の„
ま
ち„

活
動
を

紹
介
し
ま
す
。

若
宮
二
丁
目
は
、
Ｊ
Ｒ
桶
川
駅
西
口
よ
り

南
へ
約
5
分
の
中
心
市
街
地
で
あ
り
な
が
ら

閑
静
な
住
宅
地
で
す
。
旧
町
谷
緑
町
地
域
に

あ
た
り
ま
す
。
町
会
に
は
、
戸
建
て
住
宅
の

ほ
か
、
ア
パ
ー
ト
や
マ
ン
シ
ョ
ン
が
混
在
し
、

約
750
世
帯
、
1
�
6
0
0
人
が
暮
ら
し
て
い

ま
す
。

若
宮
二
丁
目
町
会
で
は
、
年
間
を
通
し
て

様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

★
地
区
防
災
訓
練
（
５
月
）

毎
年
屋
外
で
非
常
時
に
備
え
た
炊
出
し
訓

練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
町
会
行
事

の
「
あ
お
ぞ
ら
懇
親
会
」
と
連
携
し
、
防
災

を
学
ん
だ
後
に
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
で
懇
親
を

深
め
て
い
ま
す
。

★
子
ど
も
み
こ
し
祭
や
納
涼
盆
踊
り
大
会

（
８
月
）

町
会
を
あ
げ
て
の
メ
イ
ン
行
事
で
あ
り
、

2
日
間
に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
幅
広
い
世
代
が
参
加
し

ま
す
。
特
に
、
2
日
目
の
抽
選
会
は
大
賑
わ

い
で
す
。
最
近
は
、
近
隣
の
町
会
か
ら
も
多

く
の
人
が
参
加
し
ま
す
。

★
若
宮
文
化
祭
り
（
秋
）

お

も

と
か
い

万
年
青
会
（
老
人
会
）
と
の
共
同
開
催
で
、

毎
年
丹
誠
込
め
て
育
て
た
菊
の
花
、
腕
に
自

慢
の
写
真
や
絵
画
、
工
作
物
、
手
芸
な
ど
多

彩
な
趣
味
の
作
品
が
会
場
に
並
び
ま
す
。
ま

た
、
屋
外
で
行
う
「
手
打
ち
う
ど
ん
」
の
実

演
販
売
も
好
評
で
す
。

★
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
（
年
間
）

万
年
青
会（
老
人
会
）は
、
年
間
を
通
じ
て

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
の
練
習
に
励
み
、
各

大
会
で
素
晴
ら
し
い
成
果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

町
会
ト
ピ
ッ
ク
ス

3
年
前
に
解
散
し
た
子
ど
も
会
が
、
平
成

28
年
9
月
に
、
若
宮
二
丁
目
「
ジ
ュ
ニ
ア
ク

ラ
ブ
」
と
し
て
再
結
成
し
ま
し
た
。

★
区
長
さ
ん
か
ら
の
コ
メ
ン
ト

若
宮
二
丁
目
町
会
は
、
積
極
的
に
事
業
を

実
施
し
て
い
る
町
会
で
す
。
夏
休
み
ラ
ジ
オ

体
操
、
高
齢
者
単
身
世
帯
対
象
の
サ
ロ
ン
な

ど
も
民
生
委
員
さ
ん
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き

な
が
ら
行
っ
て
い
ま
す
。
最
近
は
、
ご
近
所

と
の
つ
き
あ
い
が
薄
れ
て
き
た
と
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、
町
会
に
ご
加
入
し
て

い
た
だ
き
、
一
緒
に
地
域
を
盛
り
上
げ
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
有
難
い
で
す
。
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

若
宮
二
丁
目
町
会
会
長

新
井

隆
喜

�
０９０
―
３
０
４
６
―
９
４
０
５

詳
し
く
は
�
自
治
文
化
課

俳

句

（
選
句
協
力
…
桶
川
市
俳
句
連
盟
）

（
敬
称
略
）

強
飯
を
い
た
だ
く
零
余
子
は
べ
ら
せ
て

加
納

荻
原

義
久

ざ
く
ろ
の
実
裂
け
る
朝
の
空
明
り

末
広

齋
藤

律
子

そ
こ
こ
こ
に
煙
草
の
吸
ひ
殻
冬
隣

上
日
出
谷

押
川

孝

竹
箒
ま
と
め
買
ひ
し
て
寺
の
秋

朝
日

大
野

君
子

秋
の
蚊
に
付
き
ま
と
わ
れ
て
草
を
引
く

鴨
川

春
日
千
代
子

銀
杏
の
粒
鮮
や
か
に
五
目
飯

東

柳
澤

京
子

立
冬
や
血
圧
高
し
と
印
お
く

泉

小
柏

キ
ヨ

初
詣
平
和
な
日
々
を
願
い
ま
す

朝
日

小
林
さ
と
子

小
春
日
や
庭
に
手
づ
く
り
ビ
オ
ト
ー
プ

坂
田

小
林

茂
之

独
り
居
の
日
の
あ
る
う
ち
の
柚
子
湯
か
な

西

清
水

幸
子

短

歌

野
分
吹
き
鍬
を
ひ
た
振
る
母
偲
ぶ
母
の
よ
わ
い
を
遥
か
越
え
い
て

若
宮

山
蔭

明
代

故
郷
の
友
の
送
り
し
ラ
ベ
ン
ダ
ー
枕
に
入
れ
て
薫
り
楽
し
む

朝
日

金
子

惠
子

五
本
指
の
靴
下
履
い
て
ヨ
ガ
習
う
踏
ん
張
る
足
が
床
に
張
り
付
く

坂
田

山
口

宏
子

お
ぼ
つ
か
ぬ
吾
の
足
ど
り
見
て
妻
は
杖
を
携
え
歩
め
と
奨
む

鴨
川

小
川

修
三

夕
散
歩
時
折
見
か
け
し
少
年
の
名
は
知
ら
ね
ど
も
犬
の
名
は
チ
ャ
オ

東

田
中
美
智
子

大
熊
手
買
は
れ
氷
川
の
参
道
に
手
締
め
響
か
ふ
酉
の
市
な
り

朝
日

大
野

君
子

水
の
面
に
ひ
ら
り
と
散
り
て
影
映
す
紅
葉
を
の
せ
て
川
流
れ
行
く

泉

外
山

ナ
ミ

3月生まれ のの子子どどもものの写写真真（（33歳歳ままでで））をを募募集集ししまますす。。応応募募はは写写真真（（顔顔全全体体ががははっっききりりとと写写っってて
いいるるもものの、、裏裏面面ににおお子子ささんんのの名名前前））とと、、別別紙紙にに①①おお子子ささんんのの名名前前（（ふふりりががなな））・・②②生生年年月月日日・・③③保保護護者者
名名・・④④住住所所・・⑤⑤電電話話番番号号・・⑥⑥簡簡単単ななメメッッセセーージジ（（5500字字程程度度））をを明明記記しし、、〒〒336633－－88550011住住所所記記入入不不要要
桶桶川川市市役役所所秘秘書書広広報報課課「「ははっっぴぴいいばばーーすすででいい」」担担当当宛宛ててににおお送送りりくくだだささいい。。（（11月月1133日日消消印印有有効効））
※※応応募募者者多多数数のの場場合合はは抽抽選選ととななりりまますす。。※※過過去去にに掲掲載載さされれたたおお子子ささんんののごご応応募募はは、、ごご遠遠慮慮くくだだささいい。。

応募要領

�
①
作
品（
俳
句
は
1
人
3
句
、短
歌
は
1
人
2
首
ま
で
／
ふ
り
が
な
を
付
け
、必
ず
楷
書
で
記
入
）

②
住
所
③
氏
名（
ふ
り
が
な
）
④
電
話
番
号
を
記
入
の
う
え【
郵
送
】【
直
接
】ま
た
は【
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
】（
ト
ッ
プ
ペー
ジ
�
広
報
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
�
お
け
が
わ
文
芸
か
ら
投
稿
）で
秘
書
広
報
課
へ
。

�
発

表
…
毎
月
の
選
考
会
に
よ
り
、
上
位
、
俳
句
10
句
、
短
歌
7
首
を
応
募
順
に
掲
載

�
締
切
り
…
1
月
13
日
消
印
有
効
（
今
回
の
応
募
は
、
3
月
号
の
掲
載
と
な
り
ま
す
。）

１月生まれ
だよ！

しゅん

倉田 駿ちゃん
〈下日出谷〉

いつもニコニコの駿くん、1
歳のお誕生日おめでとう�何
にでも興味を持って楽しんで
いる姿が、パパもママも大好
きです。これからも、笑顔い
っぱい、元気に大きくなって
いこうね‼

み ゆ

斎藤 心結ちゃん
〈下日出谷西〉

2歳のお誕生日おめで
とう♪いつもたくさん
の笑顔をありがとう�
これからも明るく優し
い女の子に育ってね！

あ か り

江口 亞香里ちゃん
〈坂田〉

元旦生まれの亞香里ち
ゃん、1歳のお誕生日
おめでとう�パパママ
は、新年が、とっても
楽しみよー！これから
も笑顔で楽しくね̂ ̂

あお は

熊井 蒼羽ちゃん
〈神明〉

あおちゃん、ハッピー
バースデー♪わが家の
いやし係長！（母）その
スマイル 最高にかわ
いいゼ！（兄＆トト）

ゆ あ

梅田 友愛ちゃん
〈坂田〉

2歳のお誕生日おめで
とう♪これからもよく
食べ・よく笑い・元気
よく育ってね！生まれ
て来てくれてありがと
う�

そ な

熊田 空流ちゃん
〈川田谷〉

そなちゃん、3歳のお誕生
日おめでとう�そなちゃん
のおかげでお家の中がいっ
そう明るくなりました。こ
れからも思い出いっぱい作
ろうね！

はる と

髙瀬 温人ちゃん
〈坂田〉

家族みんな、温人の笑
顔からたくさんの幸せ
をもらっています。元
気でたくましく、心の
優しい人になって下さ
い。

み

本間 みな実ちゃん
〈神明〉

1歳おめでとう！お兄ちゃ
んのことがとっても大好き
なみな実ちゃん♪いつも後
を追いかけているね̂ ̂こ
れからも2人仲良く元気に
育ってね�

しゅん

飯島 駿ちゃん
〈坂田〉

3歳のお誕生日おめで
とう‼元気いっぱいで
やさしい駿くん。これ
からも元気いっぱいニ
コニコ笑顔で大きくな
ってね�

わ
た
し
達
の

„„
まま
ちち„„

活活
動動
をを
紹紹
介介

第
４
回

若
宮
二
丁
目
町
会

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

�048‐856‐9800

授業見学・
個別相談随時受付！

自分スタイルの高校生活!―新入・転編入個別相談受付中―
生徒を支える3つのサポート

中学復習から大学受験まで
選べる登校で できるところから！
キャリア教育で希望進路実現！

個別見学会実施中 転編入・不登校 ご相談下さい ※要電話予約

〒362-0071 埼玉県上尾市井戸木2-2-22
桶川駅より徒歩8分

学 習
生 活
進 路

生徒を伸ばす3つのコース
全日型スタイルで充実の高校生活
マイペースで選ぶ週3日の通学
まずは週1回からの通学でトライ

精華学園高等学校 上尾校

レギュラーコース
ステップコース
トライアルコース
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「広報おけがわ」は自治会で配布されるほか、市内のスーパー・郵便局・公共施設・桶川駅および一部コンビニでもお取りいただけます。
「広報おけがわ」は、紅花の会の協力により拡大写本、音訳が行われています。ご希望の方は秘書広報課�786－3211へ。
「広報おけがわ」の広告については、桶川市が推奨しているものではありません。

開
催
し
ま
す

■
第
57
回
桶
川
学
生
書
き
初
め
展
・
第
41

回
桶
川
書
道
人
連
盟
展
『
桶
川
書
道
人
連

盟
』

1
月
12
日
㈭
〜
15
日
㈰
10
時
〜
17
時
（
12

日
は
11
時
か
ら
、
15
日
は
16
時
ま
で
）
／

市
民
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
1
／
無
料
／
新

会
員
募
集
し
て
い
ま
す
。
桶
川
市
、
教
育

委
員
会
後
援
／
熊
井
�
789
―
3
7
0
0

■
第
19
回
『
書
友
の
会
』
新
春
書
き
初
め

展1
月
12
日
㈭
〜
26
日
㈭
（
12
日
は
12
時
か

ら
、
26
日
は
12
時
ま
で
）
／
地
域
福
祉
活

動
セ
ン
タ
ー
3
階
ロ
ビ
ー
／
無
料
／
松
川

�
786
―
1
2
6
6

■
桶
川
写
友
会
展
（
写
真
展
）『
桶
川
写

友
会
』

1
月
18
日
㈬
〜
22
日
㈰
9
時
30
分
〜
17
時

／
市
民
ホ
ー
ル
ギ
ャ
ラ
リ
ー
1
／
無
料
／

約
90
点
出
品
、
会
員
募
集
（
初
心
者
で
も

可
）
／
百
村
�
773
―
2
7
9
3

■
戦
後
、「
教
育
先
進
の
町
・
桶
川
」

『
桶
川
地
域
文
化
研
究
会
』

2
月
5
日
㈰
14
時
〜
16
時
／
桶
川
公
民
館

3
階
大
集
会
室
／
50
人
／
無
料
／
一
般
市

民
、
特
に
教
育
関
係
者
／
講
師
・
中
村
文

夫
氏
（
教
育
財
政
学
講
師
）
／
戦
後
、
桶

川
の
指
導
者
は
先
進
の
教
育
制
度
を
選
び
、

歩
ん
だ
／
杉
井
�
786
―
1
4
2
3

■
「
み
ん
な
の
学
校
」
木
村
泰
子
先
生
講

演
他
・
全
人
教
第
30
回
東
日
本
人
権
教
育

講
座
『
全
国
人
権
教
育
研
究
協
議
会
』

1
月
22
日
㈰
10
時
〜
16
時
20
分
（
木
村
先

生
は
午
前
中
講
演
。
昼
休
み
に
懇
談
・
質

問
会
予
定
）
／
さ
い
た
ま
文
学
館
ホ
ー
ル

／
200
人
／
1
�
0
0
0
円（
参
加
資
料
代
）

／
「
み
ん
な
の
学
校
」
大
空
小
の
木
村
先

生
が
と
う
と
う
桶
川
に
。
貴
重
な
講
演
で

す
。
聞
き
た
か
っ
た
こ
と
を
用
意
し
て
ご

参
加
く
だ
さ
い
／
な
な
い
ろ
・
み
ら
い
�

772
―
4
3
2
1

■
大
人
の
た
め
の
英
会
話
・
韓
国
語
入
門

講
座
『
国
際
文
化
交
流
協
会
』

2
月
2
日
〜
3
月
23
日
毎
週
木
曜
日（
英
・

韓
と
も
に
18
時
〜
19
時
）
／
市
民
ホ
ー
ル
、

さ
い
た
ま
文
学
館
／
先
着
15
人
／
全
8
回

5
�
0
0
0
円
／
見
て
聞
い
て
話
す
。
外

国
人
講
師
と
楽
し
く
学
習
し
ま
し
ょ
う
／

国
際
文
化
交
流
協
会
�
090
―
6
4
8
9
―

2
8
0
3
（
平
日
10
時
〜
17
時
）

募
集
し
ま
す

■
写
真
ク
ラ
ブ
会
員
募
集
『
桶
川
写
友

会
』

毎
月
第
3
土
曜
日
13
時
〜
17
時
／
市
民
活

動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
／
月
額
830
円
／
初

心
者
で
も
可
／
百
村
�
773
―
2
7
9
3

■
健
康
体
操
会
員
募
集
『
フ
ラ
ミ
ン
ゴ
』

毎
週
水
曜
日
9
時
30
分
〜
12
時
／
桶
川
公

民
館
／
月
額
2
�
0
0
0
円
／
25
年
以
上

続
い
て
い
る
サ
ー
ク
ル
で
す
。
年
配
の
方

大
歓
迎
。
ど
な
た
で
も
簡
単
に
参
加
で
き

ま
す
（
ス
ト
レ
ッ
チ
・
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ

た
ダ
ン
ス
他
）
／
古
山
�
787
―
1
6
8
9

■
カ
ラ
オ
ケ
上
達
法
を
学
び
ま
せ
ん
か

『
歌
謡
教
室
コ
ス
モ
ス
』

毎
週
月
曜
日
・
土
曜
日（
そ
の
他
応
相
談
）

／
コ
ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
（
井
戸
木
）・
う

た
う
ん
だ
村
／
個
人
レ
ッ
ス
ン
30
分（
2
�

5
0
0
円
）
／
基
礎
の
発
声
か
ら
。
講
師

�
田
中
石
夫
（
県
歌
謡
指
導
者
連
盟
理

事
）
／
田
中
�
080
―
5
0
2
9
―
1
8
1

8■
サ
ー
ク
ル
メ
ン
バ
ー
募
集
『
の
び
の
び

体
操
サ
ー
ク
ル
』

毎
週
金
曜
日
9
時
45
分
〜
11
時
15
分
／
川

田
谷
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
／
月
額
1
�
0

0
0
円
／
心
身
共
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま

し
ょ
う
／
上
野
�
787
―
1
7
0
2

■
合
唱
団
員
募
集
『
桶
川
混
声
合
唱
団
』

毎
週
水
曜
日
19
時
〜
21
時
※
月
1
回
ボ
イ

ト
レ
あ
り
（
18
時
開
始
）
／
市
民
ホ
ー
ル

練
習
室
1
／
月
額
5
�
0
0
0
円
／
中
学

生
以
上
／
港
�
090
―
8
5
6
3
―
2
2
9

4■
会
員
募
集
『
児
童
文
学
サ
ー
ク
ル
「
か

ざ
ぐ
る
ま
」』

毎
月
第
4
木
曜
日
13
時
30
分
か
ら
／
さ
い

た
ま
文
学
館
研
修
室
／
月
額
1
�
0
0
0

円
／
児
童
文
学
作
家
金
治
直
美
先
生
が
隔

月
で
創
作
の
ポ
イ
ン
ト
を
指
導
し
ま
す
。

気
軽
に
ご
見
学
く
だ
さ
い
／
石
垣
�
877
―

0
7
7
1

■
箏
を
は
じ
め
て
み
ま
せ
ん
か
『
筝
曲
愛

好
会
』

2
〜
4
月
の
第
1
・
第
3
木
曜
日
9
時
〜

11
時
30
分
／
社
会
福
祉
協
議
会
3
階
／
5

人
／
1
回
500
円
（
楽
器
代
お
よ
び
テ
キ
ス

ト
代
）
／
市
民
ホ
ー
ル
舞
台
。
一
緒
に
出

ま
せ
ん
か
／
初
心
者
（
経
験
者
歓
迎
）
／

菅
野
�
787
―
3
9
0
1

3月号の締め切りは、1月10日（火）です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

3月号の締め切りは、1月10日（火）です。
※締め切りを過ぎた場合は翌月号の掲載となります。

※
内
容
・
文
責
に
つ
い
て
は
、
団
体
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
公
共
施
設
で
活
動
す
る
団
体
は
、
場
所

が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

平成２８年度桶川市民秋季ソフトボール大会
と き�平成２８年１０月２日㈰、２３日㈰、３０日㈰
ところ�桶川市総合運動場
参加人数�３６チーム（７２７人）
主 催�桶川市ソフトボール連盟

『広報おけがわ』・『市ホームページ』
広告掲載募集中

お店の商品のPRなどにどうぞご利用ください。
掲載料金
広報（下半段）：縦45ミリ×横87ミリ�10，000円／回
広報（下一段）：縦45ミリ×横177ミリ�20，000円／回
バ ナ ー：縦60px ×横150px �10，000円／月

秘書広報課（☎786－3211）または、
市HPへ。

詳しくは�

平成２８年度桶川市テニス協会大会結果
と き�１０月１６日㈰・２３日㈰ 参加人数�２０人
ところ�大熊テニスクラブ、桶川ロイヤルテニスクラブ、

桶川グリーンテニスクラブ
主 催�桶川市体育協会、桶川市テニス協会

男子シングルス
岡田 篤（2000T.T．）
坂井 誠彦（KTTC）
津久井大輔（A-Proj）

男子ダブルス
岡田・北澤（2000T.T．）

女子ダブルス
鈴木・岡本（フリー）
大家・小谷野（桶川ロイヤル）

優 勝
準優勝
第3位

優 勝

優 勝
準優勝

優勝 準優勝 第3位
1部 スリーエイト コマーズZ 東観ソフト
2部 下東クラブ 西窪ソフトクラブ 朝日三丁目スポーツクラブ
3部 坂田西ソフト ブルーファイターズ ブラボーズ

求人企業合同面接会
県内企業多数参加予定です。採用担当者と直接話をし

てみませんか。
と き�1月27日㈮午後1時～4時

（受付：正午～午後3時30分）
ところ�大宮ソニックシティ
対 象�平成29年3月大学・短大・専門学校卒業見込み

の人、3年以内の既卒の人
※予約不要、入退場自由。
履歴書を複数枚お持ちください。
参加企業名は当協議会HPに1月中旬掲載予定。

問合せ�埼玉県雇用対策協議会�６４７－４１８５

■
投
稿
規
程
（
抜
粋
）

○
政
治
、宗
教
、営
利
、個
人
活
動
な
ど
を

目
的
と
し
た
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。

○
募
集
記
事
は
一
団
体
に
つ
き
年
度
2
回

ま
で
と
し
、
連
続
で
の
掲
載
は
で
き
ま

せ
ん
。

○
申
込
者
は
団
体
の
構
成
員
と
し
、
指
導

的
な
立
場
の
人
は
除
き
ま
す
。

○
原
稿
の
内
容
は
編
集
の
都
合
上
、
一
部

省
略
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

受講料無料
事前申込不要

テーマ 関節リウマチについて お がわ えいすけ

講師：小川 英佑（膠原病・感染内科）

後援：北本市 桶川市 鴻巣市
各市老人クラブ連合会

☆お問い合わせ：北里大学メディカルセンター事業部総務課 048－593－1212（代表）

北里大学メディカルセンター 市民講座

■日時：1月21日㈯13時～14時
■場所：北里大学メディカルセンター南館2階AB会議室

情
報
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

健
康
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板
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ス
テ
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シ
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健
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ス
テ
ー
シ
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い
っ
し
ょ
に
Ｄ
Ｏ
で
す
か

響
の
森
情
報

ま
ち
の
話
題

市
民
伝
言
板



青 木 清 掃 株 式 会 社
目
品
業
営 【本　　社】

TEL 
【事業本部】

TEL 

(一社)埼玉県建設業協会会員　(公社)日本下水道管路管理業協会会員　埼玉県公安委員会認定第43000636号

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥〈広告〉‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥

ご家庭で処理できないゴミがある、側溝が詰まってしまった、土木工事業等
お困りなことがございましたら、お気軽にご相談下さい！皆様のお役にたちます！

・下水道維持管理業【側溝・水路清掃、TV調査、止水工事】
・土木工事一式【上下水道、舗装、浚渫】
・管更生工事
・一般、産業廃棄物運搬処理業・浄化槽清掃・保守点検業

〒363-0015

〒363-0004

埼玉県桶川市南一丁目2番6号

埼玉県桶川市五丁台425番1号
048（775）1551㈹

048（728）8273㈹

桶川市防災情報メール ※受信設定を確認のうえご登録ください。
okegawa-city_subscribe@jam2.oshirase-plus.jpへ空メール送信

（都合により変更したり、当直の専門医が限定される場合があります。）

【診療時間】午前９時～午後５時
【診療科目】医療機関に電話で確認してから、受診してください。

 
■
平
成
29
年
・
1
・
１
発
行
　
■
桶
川
市
長
　
小 

野 

克 

典

■
発
行
／
桶
川
市
役
所
　
　
■
編
集
／
秘
書
広
報
課  1 月のごみ収集日程表

燃やせるごみ
古着・新聞紙・
雑誌・段ボール・
紙パック

紙製の容器
と包装紙

プラス
チック

その他

高崎線東側

高崎線西側

●環境センター（リサイクル推進課） ☎728－1902

5・9・12・16
19・23・26・30
6・10・13・17
20・２4・２7・31

7・21

14・28

6・20

9・23

10・17
24・31
5・12
19・26

18

11

13・27

16・30

金属・
ガラス・
乾電池

※第２・第４土曜日は粗大ごみのみを受け入れます。（午前８時30分～11時30分）
※ごみは朝８時までに出しましょう。雨天の場合は、古着の排出は控えてください。
※買い物はマイバッグを使用しましょう。※レジ袋はごみ袋として使用できません。

34

１月下旬まで駅西口駅前周辺でイルミ
ネーションを点灯しているべに～
昨年よりも華やかになったべに♪

１月下旬まで駅西口駅前周辺でイルミ
ネーションを点灯しているべに～
昨年よりも華やかになったべに♪

北足立歯科医師会休日診療所

県救急医療情報センター
☎048－824－4199
緊急に受診が必要なときに診療可能な
医療機関を24時間体制で案内してい
ます（歯科、精神科は除く）。
小児救急電話相談（♯8000）
急いで病院にかかる必要性や、家庭
での処置方法をアドバイスしています。
■相談時間
月～土曜　午後７時～翌朝７時
日曜・祝日および年末年始
　　　　　午前７時～翌朝７時

小児初期救急当番医
診療日時：月～土曜
午後8時～10時（祝日、年末年始を除く）
＜当番医の問合せ＞
埼玉県央広域消防本部
☎048－597－3301（24時間対応）
大人救急電話相談（♯7000）
夜間の急な病気やけがに関して
アドバイスをしています。
■相談時間
月～土曜　午後６時30分～10時30分
日曜・祝日および年末年始
　　　　　午前９時～午後10時30分

鴻巣市赤見台1－15－23
☎048－596－0275
診療日時：日曜、祝日及び８月
13日～15日（年末年始は休診）
午前９時30分～午後０時30分

夜間可

夜間可

夜間可

夜間可

月 日 医 療 機 関 名 診 療 科 目 所在地 ＴＥＬ

1
月

1
日

埼 玉 県 央 病 院 内、外 桶川市 776-0022

伊 奈 病 院 内、外 伊奈町 721-3692

伊 藤 ク リ ニ ッ ク 胃、外、内、整、
リハ、皮、泌 北本市 048-593-5588

2
日

埼 玉 県 央 病 院 内、外 桶川市 776-0022

伊 奈 病 院 内、外 伊奈町 721-3692

遠 井 医 院 内、小、循 北本市 048-591-2109

3
日

埼 玉 県 央 病 院 内、外 桶川市 776-0022

伊 奈 病 院 内、外 伊奈町 721-3692

山 田 医 院 内、小 北本市 048-593-0353

8
日

おかべ耳鼻咽喉科医院 耳 桶川市 772-3492

埼 玉 県 央 病 院 内、外 桶川市 776-0022

さくらこどもとおとな診療所 内、循、小 北本市 048-591-2088

9
日

蔵 田 医 院 内 桶川市 771-1446

埼 玉 県 央 病 院 内、外 桶川市 776-0022

二 ツ 家 整 形 外 科 整、リハ、リウ、内 北本市 048-590-3344

15
日

桶川駅前こどもクリニック 小 桶川市 789-3222

伊 奈 病 院 内、外 伊奈町 721-3692

北 本 共 立 診 療 所 内、消、循、放 北本市 048-592-1641

22
日

神崎皮フ科クリニック 皮 桶川市 778-3911

埼 玉 県 央 病 院 内、外 桶川市 776-0022

よ し だ 整 形 外 科 内 科 整、内、リハ、皮、
リウ 北本市 048-590-5720

29
日

桶 川 西 口 ク リ ニ ッ ク 内、外、小 桶川市 789-5777

埼 玉 県 央 病 院 内、外 桶川市 776-0022

山 﨑 医 院 小、内 北本市 048-591-2244




